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午前10時　開議

○議長（太田重喜君）

　皆さんおはようございます。

　本日は全員出席であります。定足数に達していますので、直ちに本日の会議を開きます。

　本日の議事日程につきましては、お手元に配付のとおりであります。

　日程第１．一般質問を行います。

　通告順に発言を許します。５番山口政人議員の発言を許します。

○５番（山口政人君）

　皆さんおはようございます。

　５番山口です。傍聴者の皆様方には早朝からの傍聴、本当にありがとうございます。

　それでは、議長の許可を得ましたので、ただいまから一般質問を行いたいというふうに思います。

　今回は、４点質問をしたいというふうに思います。

　まず、最初に農業振興についてであります。

　現在、農業にめぐっては高齢者や後継者不足、耕作放棄地の増加など人と農地の問題が指摘をされ、将来展望が描けない地域がふえているというふうに思います。

　そこで、農林水産省は昨年度から市町村による人・農地プランの策定を促している。こうした制度をフルに活用して農業の６次産業化や、それに伴う雇用の創出を図るなど、地域産業の牽引役としての農業を考える時期に差しかかっているというふうに思います。農業のあり方そのものを考え直す岐路に立っていると言っても過言ではないかというふうに思います。

　そこで、地域産業の牽引役としての嬉野市農業の将来像をどう描こうとしているのか、伺いたいと思います。

　次に、人口減少に対する取り組みについてであります。

　嬉野市として人口減少、少子・高齢化社会をどのように捉え、今後のまちづくりを進めていくのか、伺いたいと思います。

　次に、中小企業支援について。

　電気料金の値上げ、原油高騰の懸念等、市内企業を取り巻く環境は予断を許さない状況が続くことが予想されます。中小企業金融円滑化法が本年３月末で失効になり企業の動向が心配されますが、その対策はどのように考えているのか、伺いたいと思います。

　次に、企業誘致についてであります。

　現在までの企業誘致の課題は何か、また、今後の企業誘致をどのように進めようとしているのか、伺いたいと思います。

　今回の質問につきましては、市長の基本的な方針をお尋ねしたいというふうに思います。

　以上、壇上にての質問はこれで終わりますが、再質問につきましては質問席のほうからしたいと思います。

○議長（太田重喜君）

　ただいまの質問に対して答弁を求めます。市長。

○市長（谷口太一郎君）

　皆様おはようございます。きょうから一般質問が始まりました。真摯にお答えをしたいと思いますので、どうかよろしくお願い申し上げます。

　また、傍聴の皆様におかれましては、早朝からの御来臨に心から敬意を表したいと思います。

　それでは、山口政人議員のお尋ねについてお答え申し上げます。

　１点目が農業振興について、２点目が人口減少に対する取り組みについて、３点目が中小企業支援について、４点目が企業誘致についてということでございます。通してお尋ねでございますので、壇上からお答え申し上げたいと思います。

　まず、農業振興についてお答え申し上げます。

　農林水産省は、昨年度からそれぞれの集落地域において十分な話し合いを行い、集落地域が抱える人と農地の問題を解決するための人・農地プラン、地域農業マスタープランの推進を行っております。

　嬉野市におきましても、昨年から塩田営農事業所及び嬉野営農事業所単位での作成をしていただきました。人・農地プラン、地域農業マスタープランが認可されれば、青年就農給付金（経営開始型）や農地の利用集積促進として農地集積協力金、また認定農業者へのスーパーＬ資金の金利負担軽減措置等の支援を受けることができます。あわせて、農林漁業者と農山漁村の未来を切り開く６次産業化を推進し、農林漁業者が生産、加工、流通、販売を一体化し、所得の増大を図り、２次、３次産業と連携して地域ビジネスの展開や新たな産業を創出します。特に、嬉野市では観光商工と連携し、食と農で嬉野温泉の観光客へ地元産の農産物を使用した食を推進という新たな手法も新しい手法の一つと考えているところでございます。

　さまざまな地域資源と産業を結びつけ、活用して、もうかる農林水産業を実現し、農山漁村の雇用確保と所得の向上を目指したいと思います。

　次に、２点目の人口減少に対する取り組みについてお答え申し上げます。

　全国的に人口減少が進んでおりますが、本市の場合、この要因については少子化による自然的人口減と、また転出者が転入者を上回るという社会的人口減が重なっております。これらの当因といたしましては、晩婚化による出産適齢人口の減や高齢者の増加などが間接的な要因と言えます。また、高校等を卒業後の進路について、希望される大学が県外が多いということでの転出や、県内外を含め通勤可能圏に希望する企業がないため就業できず、やむなく県外の企業等への就職転出も考えるところでございます。

　これらを解決するためには、安心して住めるまち、子育て支援や雇用の場の確保等、それぞれの環境整備が整ったまちづくりが必要と考えておるところでございます。

　現在、合計出生率2.08％という数値が人口維持に必要な目安とされております。嬉野市の直近の数値で、平成22年度は1.72％と平成19年の数値1.50％よりは上昇に転じておるところでございまして、まだまだその数値を下回っているのが実情でございます。

　嬉野市では、次代の社会を担う子どもたちが健やかに生まれ育成されるようさまざまな子育て支援策を推進しておるところでございまして、子育て世帯に地域全体で育児を支援する基盤の形成を図る地域子育てセンター事業や、県下他の市町に先駆けて実施しているゼロ歳児から中学生までの医療費助成事業などが主な事業でございます。このような経済的な支援、社会支援の整備を今後も推進していくことが少子化の改善につながるというふうに考えております。

　次に、３点目の中小企業支援についてお答え申し上げます。

　中小企業金融円滑化法は平成25年３月末期限切れとなりましたが、国、県の支援策もございますし、市の支援策といたしましては25年度予算でも承認をいただいたところでございます。中小企業融資、金融機関への預託及び中小企業貸付保証料の負担の事業で支援を行ってまいりたいと思います。また、この３月追加補正を行いましたうれしの地場産品ものづくり支援事業も活用していただければと考えているところでございます。

　次、４点目の企業誘致についてお答え申し上げます。

　現在までの企業誘致の課題といたしましては、全国的に景気低迷による企業側の設備投資が鈍く、国内企業立地件数が減少しております。佐賀県内においてもその傾向は顕著であり、昨年度の立地件数を見ましても、福岡県や熊本県への進出が多数を占めている状況でございます。

　今後は、地域の特性を生かした産業にターゲットを絞り、市内の空き物件の情報収集にも努力し、企業訪問を通して企業のニーズを把握しながら、本市としての重点誘致産業を確立することで、地元企業とのマッチングの機会の創出や関連企業の進出、再投資による産業の集積と高度化を図っていきたいと考えているところでございます。

　以上で山口政人議員のお尋ねについてお答えといたします。

○議長（太田重喜君）

　山口議員。

○５番（山口政人君）

　それでは、順次再質問をしていきたいというふうに思います。

　まず、農業振興についてであります。

　まず、このＴＰＰについてでありますけど、議会としても３月議会で意見書を提出しておりますが、このＴＰＰに参加をした場合には、県の試算では米の生産額が50％減少するというような試算が出ております。

　そこで、現在のＴＰＰをめぐる国の動向について、市長の率直な考えを伺いたいというふうに思います。

○議長（太田重喜君）

　市長。
○市長（谷口太一郎君）

　ＴＰＰの問題についてお答え申し上げます。

　これにつきましては、議会の皆さんと同じ意見でございまして、非常に憂慮しておるところでございます。

　実は、私どもは県内で実際に最も早く、いわゆるＴＰＰに対する検討の会議を立ち上げて、既に活動しておるところでございまして、県は立ち上げられましたけど、その後すぐ私どもも立ち上げたというふうな状況でございます。

　現在さまざまな情報収集を行っておるところでございますけれども、先日の県の試算等によりましても、嬉野市の農業等についても大きな影響が出るというふうに心配をしておるところでございます。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山口議員。

○５番（山口政人君）

　このＴＰＰの問題につきましては、私も反対の立場でＴＰＰの危険性を唱える必要があるというふうに思っております。

　ＴＰＰの問題はこれくらいにいたしまして、昨年度から始まりました農業振興の人・農地プランですね。これは先ほどの答弁の中にもＪＡで作成をしてもらったというようなことですが、これは嬉野市全体のプランではないかというふうに思うわけです。これは多分青年就農給付金ですか、こういったものに影響があるから、嬉野市全体を網羅したプランが必要ではないかというようなことでこのプランの作成があったというふうに私は理解をしておりますが、しかし、やはり各地域のプランが大事ではないかというふうに思うわけです。やはり行政も各地域に出向いて、各地域の考え方、実情を早急に把握する必要があるんではないかというふうに思いますが、そういった計画はないのか、お尋ねをしたいというふうに思います。

○議長（太田重喜君）

　市長。
○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　冒頭お答え申し上げましたように、このような形で対策をとっておるところでございますので、あとは個々の農業者との、いわゆる手続をとられる方については丁寧に御協力をしていきたいということでございまして、具体的に動く段階になっておりますので、当然地域の状況等も十分加味をしながら個々の農家の方が対策をとられると、それについて御協力をしていくということが、もう既に取り組まなければならないという時点に至っているというふうに理解しております。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山口議員。

○５番（山口政人君）

　この人・農地プランについては、やはり生産組合長さん会議とか、それから嘱託員の会議の中でもそういった話があっているというふうに聞いておりますけど、やはり各地域に出向いて人・農地プランを作成していく、各地域の事情があるわけですので、行政、ＪＡ、そういったところとタイアップをしながらやっていただきたいというふうに思いますが、そういった計画というのは担当課としてはどうなんでしょうか。

○議長（太田重喜君）

　農林課長。

○農林課長（納富作男君）

　それではお答えします。

　先ほど市長が申し上げたとおり、一応担当課といたしましては、地域のほうから要望があれば説明に伺いたいと思います。そして、作成の段階につきましては、行政と地域と一緒に作成していくということで確認をとっております。

　以上です。

○議長（太田重喜君）

　山口議員。

○５番（山口政人君）

　やはり何にしても一緒なんですけど、行政としての取り組みと申しますか、もう一歩踏み込んだ取り組みをしてほしいと。地域が、各地区がということじゃなくて、行政のほうから率先してその地域に入っていって、どうしましょうかというぐらいの取り組み方が必要ではないかと私は思うわけです。どうしてもあと一歩の踏み込みが行政として何か不足をしているんじゃないかというふうに思うわけです。そういうことですので、ぜひ今後そういった取り組みをお願いしたいというふうに思います。

　国の６次産業化の推進については非常に期待をしておりますけど、やはりこの６次産業については行政、ＪＡ、それから商工会、こういった方々とタイアップをしながら推進をしていただきたいというふうに思いますが、こういった新しい事業を起こすためにはどうしても旗振り役が必要なんですよね。その旗振り役を行政が努めるべきではないかというふうに思いますが、そこら辺はどうなんでしょうか。

○議長（太田重喜君）

　市長。
○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　現在、６次産業化ということで、例えば温泉湯豆腐とか、それから紅茶とか、いろいろもう既に取り組みが始まっておるところでございまして、そういう点については私どもとしても御協力をぜひさせていただければというふうに思っておりますし、また議員おっしゃるように、専門的な手続とか資金の問題とかいろいろございますので、もちろん私どもも農家の皆さん、そしてまたそれに関連される皆さん方と十分連携をとりながら進めていくというのが一番将来的にもいい形になると思いますので、御意見もございますので、できるだけ努力をしてまいりたいと思います。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山口議員。

○５番（山口政人君）

　農業振興のために市としていろんな事業を実施しているということは承知をしております。しかし、農業経営にとって先の読めない農政というのは、リスク以外の何物でもないというふうに思うわけです。やはり農業を魅力ある産業にするためには、市独自の農業施策というものを立てて、各地域の農業をどうするのかという、そういった方向を示して、その上で国、県の施策を組み入れていく。ころころ変わる国の政策を眺めながら手をこまねいているときではないというふうに思うわけです。市として独自の農業施策、方針を示すべきじゃないかというふうに思いますが、そこら辺、市長どうでしょうか。

○議長（太田重喜君）

　市長。
○市長（谷口太一郎君）

　お答えを申し上げます。

　市といたしましては、もう以前から努力しておりますように、それぞれの地域に合った嬉野の農産物のブランドの確立ということで努力をしておるところでございまして、また、後継者の問題とかいろんなこともございますけれども、現在いろんな形で農家の方と連携をとって努力をしておりますので、これをもっともっと進めていければというふうに思っております。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山口議員。

○５番（山口政人君）

　この農業問題というのは、古くて新しい問題じゃないかというふうに思います。ＴＰＰを除いて、やはりこの農業振興のためには本当に真剣になって取り組んでいただきたいというふうに思います。

　次に、人口減少についてであります。

　この人口減少につきましては、市としてもいろんな施策を講じておられるというふうに私も認識をしておりますが、実は今回、総合計画の25年度から29年度の５カ年間の後期の基本計画、これを策定されようとしておるわけですが、やはり人口を無視した議論にならないようにしていただきたいというふうに思いますが、前期の基本計画の単なる引き継ぎではなくて、やはり時代の変化や課題を十分認識をされて、将来を展望して計画をしていただきたいというふうに思いますが、とにかくこの後期基本計画の方針を示していただきたいと思います。

○議長（太田重喜君）

　市長。
○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　嬉野市が誕生いたしまして総合計画をすぐつくらせていただいたところでございますけれども、その中にも議員御発言のように、人口の推移というものをまず捉えて協議をしていただいたわけでございますので、今回もそのようなことで進めてまいりたいというふうに思っております。御発言についてはもう十分理解をしておるところでございます。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山口議員。

○５番（山口政人君）

　この人口を無視した議論というのは空論でしかないというふうに思いますので、そうならないような策定の仕方をぜひしていただきたいということで要望をしておきたいと思います。

　次の中小企業の支援につきましては、いろんな融資関係とかで支援をしているというようなことであります。行政として、やはり経営者、金融機関と連携を密にしながら、最悪の事態にならないように十分注意をしていただきたいというふうに思います。

　最後に企業誘致の問題なんですが、実は久間工業団地が今どうなっているのか、お尋ねをしたいというふうに思います。

○議長（太田重喜君）

　市長。
○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　企業誘致につきましては、冒頭申し上げたような全国的な状況であるということには間違いないわけでございますけれども、私どもとしてはぜひ取り組みをしていきたいということで考えておるところでございます。

　そこで、以前からお話をしておりました久間の工業団地の拡張計画につきましては、農村地域工業等導入実施計画の変更書類を県に提出しておるところでございますが、残念ながら今のところ事前協議に非常に時間がかかっているというふうな状況でございまして、今年度につきましても引き続き協議を進めていきたいと思っておるところでございます。

　そういうことで時間がかかっておりますので、先ほど申し上げましたように、いわゆるその適地を民有地とか、また工場の空き地とか、そういうものも一応調査をいたしておりますけれども、また情報等がありましたら整理をしながら、誘致に向けて努力をしていきたいというふうに思っております。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山口議員。

○５番（山口政人君）

　事前協議に非常に時間がかかっているというようなことですが、大体いつぐらいをめどに完全にそういった事前協議が済むのか、お尋ねをいたします。

○議長（太田重喜君）

　企画企業誘致課長。

○企画企業誘致課長（田中秀則君）

　お答えいたします。

　今の件については、先ほど市長も申しましたけれども、時間がかかっているということで、その時間については今のところまだはっきりとわかっておりません。また、事前に県のほうに申請をされているところがありますので、まだそれについては未定というところでございます。

　以上です。

○議長（太田重喜君）

　山口議員。

○５番（山口政人君）

　とにかく一刻も早くそういった協議は済ましていただきたいというふうに思います。

　ところで、この企業誘致に関しての計画書といいますか、例えば企業訪問のきっかけづくりとか、この団地にはこういった企業を持ってくるとか、それから企業にどのような営業をしていくのか、こういったマニュアル的なものは作成されているのか、お尋ねをしたいと思います。

○議長（太田重喜君）

　市長。
○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　担当課におきましては、以前も御説明申し上げましたように、また県の出先と十分連携をしながら、できる限り企業訪問等も行っておるところでございまして、その情報に基づいて、また必要な案件があれば、私どもとしては対応しておるというふうな状況でございます。また、県の出先におかれましても私たちの事情は理解をしていただいておりますので、御協力をいただいているというふうな状況でございます。

　そういうことを積み重ねて、また地元に企業がございますので、冒頭お答え申し上げましたように、いわゆる関連企業の進出の可能性、その他についても情報等もいただくように努力をしておるところでございます。そんなこともございまして、数件は民有地の空き地とか工場跡地とかを見に来られましたけれども、残念ながらまだまとまってはおらないという状況でございます。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山口議員。

○５番（山口政人君）

　久間の工業団地に関しましては、団地の立地面積が狭いというようなこともありますので、どういった企業が必要かというようなことになりますと、やはり新しいエネルギー産業とか、それから情報関連とか、あるいは研究機関とか、そういったことになろうかというふうに思いますが、この誘致対策につきましては、民間企業、それから既存の企業の人たち、こういった方も含めて企業誘致の対策特別委員会といいますか、そういったものを早急に立ち上げて、人口流出の歯どめと、それから雇用の場、こういったことも非常に大事になってきますので、やはり本当に真剣に取り組んでいく必要があるというふうに思いますが、再度市長の考えをお聞きしたいと思います。

○議長（太田重喜君）

　市長。
○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　今、担当が申し上げましたように、しばらく時間がかかっておりまして、非常に残念な状況でございますけれども、一応ある程度のスペースが確保できて条件的に整うという見込みが立ったのが久間の今申請をしている状況でございますので、できるだけ早く前に進むように今後も努力をしてまいりたいと思います。

　また、ほかの物件につきましても、これは大きな案件ということでは動きませんけれども、小まめに情報収集しながら取り組みを進めてまいりたいと思います。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山口議員。

○５番（山口政人君）

　質問が前後しますけど、この事前協議に時間がかかっている原因は何でしょうかね。

○議長（太田重喜君）

　企画企業誘致課長。

○企画企業誘致課長（田中秀則君）

　お答えいたします。

　県のほうでも、さきにいろいろと申請が上がっていますので、直接具体的なところはわかりませんけれども、県の調整のほうで時間がかかっているという状況だというふうに思います。

　以上です。

○議長（太田重喜君）

　山口議員。

○５番（山口政人君）

　なかなかきちんとした回答には受け取れませんけど、やはりこの企業誘致に関しても早急に取り組みをしていただきたいと。もう既に取り組みをしていらっしゃるんですけど、やはりこれは重要課題なんですので、ぜひお願いしたいというふうに思います。

　今回の４つの質問をいたしましたけど、特にこの農業振興について、それから企業誘致については、本当に真剣になって取り組んでいただきたいというふうに思います。もう人口の減少というのが一番の問題になってくるというふうに思います。やはり税収の減収ですね、それから社会保障費の増というようなことにもつながってきますので、いろんな面に弊害が出てきますので、ぜひ真剣に取り組んでいただきたいと強く要望いたしまして、私の一般質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田重喜君）

　これで山口政人議員の一般質問を終わります。

　引き続き一般質問の議事を続けます。

　16番平野昭義議員の発言を許します。

○16番（平野昭義君）

　皆さんおはようございます。傍聴席の方におかれましては、農繁期のさなか、早朝はどうもありがとうございました。

　では、議長の許可を受けましたので、ただいまから一般質問をいたします。

　まず初めに、水害対策について。

　塩田川は昔から暴れ川と言われてきたように、雨季になると下流域の住民は眠れない日々が続いてまいりました。昭和38年７月８日の大水害は堤防が数カ所で決壊し、５人のとうとい人命が犠牲となっておられます。国は大水害から住民を守るために、国の特別対策事業232億円を投じ改修事業が行われ、現在、立派に完成いたしております。また、上流の嬉野町には昭和45年に岩屋川内ダム250万トンが建設され、その後、吉田地区住民の方々の御協力により横竹ダム429万トンが完成し、下流住民の方は心から感謝されております。

　塩田町は平成２年から二十数年、大きな水害もなく平穏な日々を暮らされておられますが、近年、地球温暖化による異常気象、集中豪雨による被害が各地で発生しております。昔のことわざにありますように、災害は忘れたころにやってくると言われますが、平成２年から20年間、大きな水害もない近年、安心しておりますけど、雨季を控え、水防対策についてお伺いいたします。

　１つ、市内の河川、堤防、ため池、急傾斜などの危険箇所は調査されているのか。

　次に、花立水路は改修され、排水機場は以前の何倍もの排水が可能となると聞いているが、具体的な排水能力についてお伺いします。

　また、浦田川と２カ所の排水能力で庁舎床下浸水は避けることができるのか。

　３問目、ダム管理において、平成２年、ダムが危険水位になったとして豪雨時に放流されているが、県への対応についてお伺いします。

　次に、国道498号線の渋滞と水路のふたについて。

　この問題については、平成23年12月一般質問で取り上げましたが、大渋滞は解消されておりません。特に、朝夕のラッシュ時には樋口病院前まで渋滞し、武雄方面へ行かれる方から不満の声が多く聞かれます。沿線住民のある家族は日常生活に耐え切れず、移転されました。国道に沿って水路があり、通学児童や地元住民の方が何回も転落しておられます。十数年の懸案事項となっております。

　また、防犯灯の設置も要望してきましたが、緊急に防犯灯の設置をしていただきたいが、どのように考えておられるのか。

　最後に、企業誘致活動と大型道路整備について。

　この問題については、私は合併以前から提言してきました。超少子・高齢化が進む今日、地方は企業誘致による人口対策に全力を入れ、住んでいてよかったまち、住みたいまちを目指すことに最大限の努力をしていくべきであるが、市長の意欲ある答弁をお伺いします。

　１つ、企業誘致は現在、冬眠状態であるが、今日だからこそ、その活動を再開し、先手の行動こそが実を結ぶと考えるが、今後の活動、企画についてお伺いします。

　２番目、新幹線を生かしたまちづくりは近隣の市や町との連携が課題となるが、大型道路整備は定着人口増や交流人口を盛んにし、元気と活力あるまちづくりが築かれると確信するが、どのように考えておられるのか、お伺いします。

　最後に、国道498号線の起点は鹿島市と聞くが、今日、伊万里市を優先している。また、期成会では新提案がなされているが、市民の意見を聞くべきではないかと思います。

　以上、３点について壇上から質問し、あとは質問席のほうから質問いたします。

○議長（太田重喜君）

　ただいまの質問に対し、答弁を求めます。市長。

○市長（谷口太一郎君）

　平野昭義議員のお尋ねについてお答えを申し上げます。

　お尋ねにつきましては、１点目が水害対策について、２点目が国道498号の渋滞問題と水路のふたについて、３点目が企業誘致活動と大型道路整備についてということでございます。

　それでは、通してお答え申し上げたいと思います。

　まず、水害対策についてでございますが、嬉野市では雨季を前にいたしまして、５月26日、佐賀県防災訓練とあわせて嬉野市独自で避難訓練を実施しました。訓練内容は、避難所の設営、炊き出し訓練、要援護者の避難訓練、市民参加の徒歩による避難訓練などを馬場下地区の市民の方の参加のもとに実施しました。また、５月29日は防災パトロールを県、警察署、消防署、市議会の常任委員会委員長及び委員、消防団など総勢30人が御参加いただいて実施をしたところでございます。各行政区へ事前に災害危険箇所の調査を依頼し、本年度、塩田地区では37カ所、嬉野地区では27カ所が報告されました。ことしのパトロールは地すべり、急傾斜地など災害が発生するおそれがある区域５カ所を巡視し、災害時の迅速な対応や今後の対策について協議を行ったところでございます。

　また、議員お尋ねの河川、堤防、ため池、急傾斜など危険箇所の数については、まず土石流の危険箇所が280カ所、急傾斜504カ所、地すべり25カ所の計809カ所でございます。また、ため池については36カ所ございます。

　次に、土砂災害防止法に基づく警戒地域といたしましては、嬉野では809カ所の危険箇所があり、災害を及ぼす区域の調査は34％終了しておりますけれども、県全体では19％しか調査が終了しておらないということでございます。平成37年度までには佐賀県全体を調査することとされており、これら土砂災害警戒区域につきましては、今後、危険の周知、警戒避難体制の整備等が必要になってまいりますので、適切に対応したいと思っておるところでございます。

　次に、花立水路につきましては５月下旬に工事が完了し、舗装工事は田植えの終わり次第に行うように計画いたしておるところでございます。今回は御承知のとおり水路改修でございまして、排水機場の機械自体の能力は変更になっておりません。

　次に、御質問の浦田川に設置されている排水ポンプの排水能力については、排水ポンプ、簡易ポンプを合わせて４台設置されておるところでございます。そのうち排水ポンプは２台で、１台当たり１トン、またことしの５月に水中ポンプ２台をオーバーホールし、稼働ができる状態にあります。これが１台当たり0.3トンで、合計で2.6トンの排水能力がございます。

　次に、４点目でございますが、浦田川の排水ポンプにつきましては、有明海の潮の関係が影響いたしておるところでございます。現在の排水能力では全部を排水することは課題がありまして、庁舎地下の浸水を完全に防ぐことはできません。浦田川の水量次第では庁舎地下が被害を受けることがある状態でございます。

　次に、御質問のダムの管理の調整機能につきましては、以前の水害時に岩屋川内ダムより放流が行われ、下流の地域の水位が上昇したと承っております。その後、そのようなことは伺っておらないところでございます。

　ことしも梅雨入りし、大雨の時期を迎え、河川の状況は注意深く観察したいと考えておるところでございます。

　次に、国道498号の渋滞問題と水路のふたについてお答え申し上げます。

　平成23年12月での一般質問を受け、鹿島土木事務所に現地確認を依頼し、24年６月に土木事務所より現地の状態を確認してもらったところでございます。また、昨年10月とことしの５月に南下久間地区より要望書が提出されましたので、内容を確認し、土木事務所を案内してきたところでございます。

　土木事務所としては、バイパス、ふたの敷設、現道拡幅を提案しているところとの考えでございますが、地元の御同意が得られていないとの認識をされており、市としても今後も土木事務所に事業推進をお願いしていきたいと思っております。

　防犯灯の設置につきましては、嬉野市は合併後、平成18年、19年に事業費100％補助で要望された箇所につきましては設置の補助を行っておるところでございまして、現在は補助事業を行っておりません。したがいまして、防犯灯の設置、管理につきましては防犯協会等が実施をされておりますので、市で設置ということについては考えておらないところでございます。

　次に、企業誘致活動と大型道路整備についてお答え申し上げます。

　日本経済はリーマンショックや東日本大震災などによる長引く景気低迷期から、今後は緩やかに回復していくと見られています。しかしながら、依然として生産拠点の海外シフトによる国内産業の空洞化や中小企業においては電気料金や資材の値上げなどもあり、企業の業績は回復しておらず、いまだ不透明な状況であります。このような状況下ではありますが、地域産業の活性化と均衡ある発展を図るために、企業誘致活動は重要であると考えております。

　これまでは製造業を中心とした企業誘致活動を行っておりましたが、今後は業種にとらわれず、地域の特性や企業ニーズを踏まえながら、本市として弾力的に重点誘致産業を確立することで地元企業とのマッチングの機会の創出や関連企業の進出、また再投資による産業の集積と高度化を図っていきたいと考えておるところでございます。

　次に、新幹線を生かしたまちづくりにつきましては、近隣市町と連携する上で大型道路整備が不可欠だと考えております。また、国道498号は県西部地区の鹿島市、嬉野市、武雄市、伊万里市を結ぶ主要な道路で、広域的なネットワークを形成し、近隣市町との連携を図る幹線道路と考えております。このことも踏まえ、今後も国道498号整備促進期成会により要望活動を強く行ってまいりたいと思っております。

　また、国道498号の整備提案項目につきましては、鹿島市、嬉野市地区から数多くあり、今後も市民の皆様の御提案につきましては柔軟に拝聴したく考えておるところでございます。

　以上で平野昭義議員のお尋ねについてお答えといたします。

○議長（太田重喜君）

　平野議員。

○16番（平野昭義君）

　今、市長のほうからるる詳しく答弁がありましたけど、まず順を追って再質問していきます。

　水害対策については、これは先ほどもありましたように、私が一番懸念しておったものは、あそこの花立水路が浅く、草がぼうぼうしておったから、今度、高さ２メートル、幅２メートル50ですかね、長さも相当ありますけど、それが改修されたことは非常にいいことだなと思って歓迎しております。

　それについて、その花立水路から流れる水がウナギ屋の裏のほうの貯水池に行きますけど、あそこに私が行ったときには土砂が大分たまっておりましたけど、ある人に聞いたら、まだ１メートル近うたまっておらんですかというごたる話を聞きました。それについてもう少し、せっかく手前はよくしても、ため池に水が来なかったら水は上がらないから、その辺ついては担当課としては調査されておりますか。

○議長（太田重喜君）

　農林課長。

○農林課長（納富作男君）

　お答えします。

　先ほどの馬場下の排水機場の手前のため池の件でございますけど、工事の前まではうちのほうではわかりませんでした。今度、花立水路を工事するときに、せきとめたときに初めて、下のほうに汚泥と申しますか、たまっていたので、そのとき初めてわかりました。

　以上です。

○議長（太田重喜君）

　平野議員。

○16番（平野昭義君）

　今、わかりましたと言われましたけど、どうするのかというとが近々の課題ですけど、それについては、いわゆる全部土砂を揚げるとか、もう揚げてしまったよとかいう答弁についてはいかがですか。

○議長（太田重喜君）

　農林課長。

○農林課長（納富作男君）

　お答えいたします。

　この件につきましては、一応表面が出たところで、今、花立水路の関係で処理する予定にしておりましたけど、工事費の関係でちょっと余裕が出なかったもので、今後、来年度以降に予算をお願いいたしまして処理にかかろうということで一応係等のほうでは検討しております。

○議長（太田重喜君）

　平野議員。

○16番（平野昭義君）

　今の水路を満杯にして土砂も何もなかった場合は、何百トン、あるいは何千トンの水量が確保されますか。

○議長（太田重喜君）
　農林課長。

○農林課長（納富作男君）

　一応あのところの面積につきましては、おおむね１メートルぐらいありますので、500トンかなと、そのくらいと思っております。

○議長（太田重喜君）
　平野議員。

○16番（平野昭義君）
　これについて、私は過去に──過去というか、ことしのうちですけど、花立水路は２基の大きな排水機場がありますけど、空回りしよると。原因はといえば水がないからというようなことも聞いておりましたので、せっかく水が流れるようになって、それをまだ土砂も完全に揚げていないということは、何か片手落ちの仕事じゃないかなと。

　市長、その辺については、もう目の前に台風３号も今行っておりますけど、次、また来るかわかりません、こういう雨季ですから。これはお金の問題とかなんとかよりも、何かの予備費でも使ってでもするべきじゃないかと思いますけど。

○議長（太田重喜君）
　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　現実は議員おっしゃるとおりだというふうに思いますので、できだけ早急に対応したいと思いますが、実は花立水路の改修以前は水路の水量が非常に少なくて、いわゆる現場のポンプの手前のところにたまらないということがあったわけでございますので、今回の拡張によりまして水量としては確保できますので、以前のようにポンプの能力が十分発揮できないということはないと思います。だから、そこら辺については安心でございますけれども、沈殿している汚泥があるということでございますので、対応については今後検討してまいりたいと思います。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）
　平野議員。

○16番（平野昭義君）
　今、今後と申されましたけど、今後はあしたも今後、１週間後も１カ月後も今後ですけど、私は少なくともこの議会が済む時点では、どっかの業者に臨時的にでもいいからやってくれというようにして土砂を全部揚げてもらいたいと思いますけど、その辺についてはいかがですか。今後の今後ぶりですけれども、とにかく雨季を前にしておりますから。

○議長（太田重喜君）
　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　先ほどお答え申し上げましたように、水路の改修と土砂の堆積と、またポンプの稼働ということには直接は関係ないんじゃないかなというふうに思っておりまして、いわゆる水路が円滑に流れ始めれば水量がふえますので、それについてポンプは十分回転できるということだろうと思いますので、そこら辺についてはもう少し専門家の意見を聞いてまいりたいと思います。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）
　平野議員。

○16番（平野昭義君）
　あそこのポンプの力は、いわゆる１台で毎秒３トンですね。それが２基余っておりますから、１分間に６トンですね。これを時間にしますと２万1,600トンはあそこからどんどん上げるのは可能でありますけど、結局、水がなければ空回りということになる。ですから、私はそういうことを主に言っておるわけです。せっかく花立水路を何千万円でもかけてしてもらって、塩田の人もこれで雨が降っても大分早目に水が引くよというふうに理解しておられると思います。そこで、手前で土砂はそのままよとなれば行政の怠慢ということにしかならんと思いますから、それについては担当課長、今、市長のほうも早急にと言われましたから、いいでしょうか。確認しておきます。

○議長（太田重喜君）
　産業振興部長。

○産業振興部長（一ノ瀬　真君）

　お答え申し上げます。

　今の花立水路の件ですけれども、ポンプの能力は以前から十分にあったというふうに伺っております。ただ、そのポンプに来る水路の断面が若干狭いということと、それから水路面が、専門では粗度係数と言いますけど、いわゆる面がごつごつしていると。石とか土砂で面がごつごつしているもんですから、ポンプの能力に対して花立水路から入ってくる水が思うように流れてこないもんですから、ポンプが自動的に停止するわけですね。ですから、それを防ぐために水路面をきれいして、ポンプの能力を100％発揮できるようにしようというのが今回の花立水路の改修でございます。

　その中で、能力計算をするに当たりましては、今おっしゃられました土砂がたまっている分については計算上は入っておりません。したがいまして、現在たまっているのが、課長はさっき500トンと言いましたけれども、総トン数は500トンございますけれども、たまっている堆積泥が多分60センチぐらいだというふうに思いますので、五六、300トンぐらいは時間的にちょっとロスはありますけれども、さっき市長が言いましたように、一旦水路が動き始めますと、下にたまっていようがたまっていまいが、排水の能力関係については緊急を要するものではございません。ただ、じゃ、ほっておくのかということでございますので、私どもとしましては、それは維持管理の意味でよくないだろうということでございますので、それにつきましては、ほかに補助事業等がございますので、それは県とも協議をいたしまして早急に適正化事業等を利用しまして計画をしたいということで、今、課内協議をいたしているところでございます。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）
　平野議員。

○16番（平野昭義君）
　今、花立水路については、ほぼ部長のほうからもよき答弁でございますので、期待しております。

　それから、浦田川ですね。浦田川はこちらのイカダ記念公園のほうにございますけど、あそこにはもともと左と右に大きなパイプがあって、以前は県のものでございますから、予算の都合上、大水が来れば伊万里から持ってきますという可搬式のものがはまっておったと。しかし、今回はそういうふうな持っていったりきたりせんでいいようにちゃんと据えつけたよという話を聞いておりますけど、その辺については確認はいかがでしょうか。

○議長（太田重喜君）
　建設・新幹線課長。

○建設・新幹線課長（中島憲郎君）

　お答えいたします。

　議員おっしゃるとおりでございまして、以前はそういうふうな伊万里との移動の形をとっていたということでお聞きしておりますが、現在は市長答弁のとおり、２基が固定、それから以前からありました水中ポンプにつきましても５月にオーバーホールいたしまして稼働の状態となっておりますので、４基設置をされております。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）
　平野議員。

○16番（平野昭義君）
　仮にも雨季にこの地域に300ミリぐらいの雨が降ったと想定した場合には、今の花立と浦田川が十分稼働すれば、潮の満ち引きを一応勘案せんと塩田町には水は浸水せんというような確証は得られますかね。

○議長（太田重喜君）
　建設・新幹線課長。

○建設・新幹線課長（中島憲郎君）

　お答えいたします。

　市長の答弁にもございましたように、潮の関係等もございますので、完全にできませんというのは断言できません。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）
　平野議員。

○16番（平野昭義君）
　塩田は宿命的に船が来たように潮水が入ってくる、これはもうとめることはできませんから、その辺については私もわかります。ただし、浦田川のほうでは大体、先ほども答弁にありましたように、毎秒2.6トン排水する能力を持っていると。ですから、私も西村組さんの管理者にも直接会いました。そしたら、一生懸命やって入れますと。それからもういっちょ、花立水路ほうでは、これは部落で交代交代で役員さんが管理しておられまして、今度新しくかわっておられますので、やっぱり初めての方にはいろいろわからん点もあると思いますので、じきじきに担当課の方が行くか、あるいは来てもらって、スイッチの入れ方とか非常のときの仕方とか、やっぱりそういうふうな訓練もしたほうがいいと思いますけど、いかがでしょうか。

○議長（太田重喜君）
　農林課長。

○農林課長（納富作男君）

　お答えいたします。

　花立水路下流の馬場下排水機場につきましては、議員先ほど申し上げられたとおり役員さんがかわっておられますので、前役員、それから、うちのほうの担当と一緒に出向いて事務引き継ぎと申しますか、その辺をしたいと思います。

　以上です。（「よろしくお願いします」と呼ぶ者あり）

○議長（太田重喜君）
　平野議員。

○16番（平野昭義君）
　それから、この件については最後ですけど、ダムですね、先ほども壇上から申しましたように、横竹ダムの429万トンは非常に塩田の下流の方には、何というですかね、宝のダムやったと思います。ただし、平成何年やったですかね、２年やったかね、そのときにはまだ岩屋川内ダムだけでしたけど、四、五百ミリの雨が降ったから何もかんもダムが危なかと、崩壊しよるごたっということで、大雨の最中に栓を抜かれたと言うぎ失礼ばってんが、放流されたということで、塩田町の堤防は切れませんでしたけど、ちょうど八幡川と塩田川と本流ががちゃしたところで、本流が２メートルぐらい高うなって、今度は逆に八幡川のほうに逆流して、町分のほうの堤防が切れて水害は山下のほうから来たというふうなことになっておりますけど、そういう点については、ダムの管理者との会合というですかね、あるいは意思疎通というですかね、そういう点についてはどがんふうにしよんさるですか。

○議長（太田重喜君）
　建設部長。

○建設部長（中尾嘉伸君）

　お答えをいたします。

　確かに嬉野のほうに岩屋川内ダムと横竹ダムがございますけれども、洪水防止ですよね、そういう形の中で、いわゆるポケットにためて、それから調整をしながら流すということでございますけれども、例えば、30年に一回ぐらいの大雨というふうになれば、当然、今度はダムのほうが余力がなくなればオーバーフローと申しましょうか、そういう状態になりますので、一時放流をするというふうになっておりまして、そういう時期が重なれば下流側においてもそういうことがあるのかなという気がいたしております。

　ただ、ダムのほうにも人的に人間を配置されておりまして、当然、放流するときは連絡もありますので、下流側にサイレン等でお知らせするとか、そういう状況は今現在あるというふうに承知をいたしております。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　平野議員。

○16番（平野昭義君）
　この横竹ダムはまだ新しいですけど、岩屋川内ダムは45年、約40年近くのダムになりますから、どこでもダムといえば汚泥がたまりますね。普通の堤やったら、何というですかね、そういうふうなことを各事業でされますけど、ダムあたりの汚泥を流すとか、汚泥を排土するとか、そういうこともやっぱり何年か一度にはありますかね、それとも全然つくったままですかね。

○議長（太田重喜君）
　建設部長。

○建設部長（中尾嘉伸君）

　お答えをいたします。

　確かに構造物でございますので、当然、しゅんせつの時期も来ようかというふうに思っておりますけれども、ダムに限りましては、底栓といいますか、そういったのも構造的には当然つくってあります。ただ、私の記憶上では大がかりなしゅんせつとか、そういったことにつきましては記憶がございません。ですので、その辺につきましては、県のほうの管理でございますので、いま一度再確認をさせていただきたいというふうに思います。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）
　平野議員。

○16番（平野昭義君）
　やっぱりダムとなれば岩屋川内でも250万トンですから、それ相当、水もたまりますけど、いわゆる上からの畑とか、あるいは山崩れとかで土砂もたまっておると思います。そういう点については、結局、例えば、ダムの高さが100メートルあったとしたら、土砂が20メートルたまったら、残る80メートルに水がたまるわけですから、結局、当初の計画より約20メートル分はいわゆる無駄なことになるわけ。ですから、私もダムについても、やっぱりそういうようなことを県としてもしてもらわんと、下流域の方にね、土砂がたまっていたから、もう水がたまらんから放流したと言われては困るなというふうに思いますから、このことについては、市長を初め、担当課の方はダムの関係者とよく話をしてみてください。よろしくお願いします。

　これについては一応終わります。

　次に、２番目に行きますけど、きょうも後ろのほうに傍聴に来ておられると思いますけど、皆さんにこれを──机の上に１枚ずつ乗っておらんですかね。国道498号線の渋滞問題、これを一応ごらんになってください。（資料を示す）

　これは御承知のとおりに、これも数回いたしますけど、信号機がここに下久間の床屋の前にありますけど、ここで牛間田に行く方面の方が１台でもおられたら、武雄から来る人が優先ですから、全部たまるわけですね。ですから、住民の方も非常に困って、朝もなかなか出られんというふうな目に見えない苦労をされておると聞いております。ですから、この件について鹿島土木と恐らく打ち合わせもされたと思いますけど、まず経過のほうからお願いします。市長、よかったら。

○議長（太田重喜君）
　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　国道498号線ですね、特に下久間地区の課題でございますけれども、これは私が市長になる以前から大きな問題があるということは承っておりまして、以前の塩田町の時代にも大変努力をされたというふうなことでございます。私もこのことにつきましては、政策の第一番にと捉えて努力をしてきたところでございまして、地元の方もいろんな形で御心配もされておられますし、また御協力もいただいているということでございます。

　この渋滞につきましも十分理解をしておりますし、ほとんど１車線しかないというふうな状況でございますので、何とか解決策をということで考えておりまして、県のほうにも申し出をしておるところでございます。できるだけ早く対応できればということで、私も引き続き努力をしてまいりたいと思います。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）
　平野議員。

○16番（平野昭義君）
　このことについて、私たち産業建設ですけど、この間、陳情書が出ました。これは皆さんも持っておられますけど、その中でありますように、非常に渋滞からその先に行って、お寺の下の水路ですね、全くこのことについても、何というですかね、命からがらに行かにゃいかんというごたる、そういうふうな場所ですよ。特に大型ダンプが来れば、お寺の下あたりは全然あきがなくして、おまけにはポールまでちかごら建ててあるけん、かえって災いしやせんかというふうに思うわけですよ。ですから、いわゆる何ですかね、渋滞問題と特に学生のね、来るときには、なるほど柳茶屋のほうからあっちの田んなかのほうに来ております。しかし、帰りはみんな真っすぐ帰るわけですよ。本当はもうちょっと向こうに行かにゃいかんばってんが、その分だけ距離が遠かもんですから行かんわけですね。ですから、危険なところをね、幸いふとか事故はありませんけど、中に水ですからけがはありませんけど、何回でも入ってみたりなしたりされております。

　ですから、この辺について教育長としては今の水路ぶたについてはどう思いますか。（発言する者あり）

○議長（太田重喜君）
　通告は上がっていませんけど。（「そいぎ、担当課」と呼ぶ者あり）

　建設・新幹線課長。
○建設・新幹線課長（中島憲郎君）

　お答えいたします。

　その件については以前にも質問が上がっておられまして、その当時、教育長のほうにも御答弁を求められておりまして、教育長のほうで、それについては学校のほうへ申し入れをするというようなことで伺っておりますので、私どもはその件につきましてはそれくらいの認識をしております。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　平野議員。

○16番（平野昭義君）
　何でも事故が起きたり事件が起きてから動くのが行政のようですけど、私は未然にやっぱり対策を立て、それに行動すると。それは国民の皆さんが税金を払って公務員を雇っておられますから、率先してね、言われてからするやなくして、危険だと聞けばそこにいち早く行って、その地域の人と話し合って、そして担当が県なら県の土木課とも、場合によっては向こうが許せば土曜日でも日曜日でも行って完結するというような努力が私は欲しいですけど、そういう点はいまだかつて何となくですね、熱意はあられますけれども、もう一歩した意欲がちょっと欲しかわけですけど、市長としては下久間の部落の方ね、これだけ心配して来られておられますから、何かそういう点について市長としての解決策はございませんか。

○議長（太田重喜君）
　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　先ほどの件でございますけれども、いわゆるこの重要性というですかね、認識については十分持っておるところでございますので、嬉野市が発足しまして第１号に取り上げましたのが通学路の整備ということで整備を済ませたところでございまして、それにつきましては地域の地権者の方々も本当に御理解いただいて、貴重な土地をお譲りいただいて今の通学用の道路ができておるところでございまして、子どもたちが通っていないということでありましたら、それは学校側のほうにもですね、せっかく地権者の方が御好意で譲っていただいた通学路をつくったわけでございますので、やはり登校、下校に使って、やはり安全確保ということをまず図るように学校側にもお願いをしていきたいと思っております。

　ただ、御発言の水路のふたにつきましては、以前からも地域のほうからも話があっておりまして、子どもたちだけではなくて一般の方、また車両の通行等にも非常に危険性があるということで、土木事務所のほうも状況は十分わかっておられまして御検討もいただいた経緯もございます。そこらについては県のほうも努力をしていただいておりますので、今回、要望等もいただいておりますから、私としては、やはり県のほうにぜひ促進に向けて働きかけをさせていただきたいと思います。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）
　平野議員。

○16番（平野昭義君）
　この図面の中で信号機のちょっと下のほうにライトをお寺のところにつけておりますけど、これは図面ですけど、やっぱり夜は特に水路がどこにあるかわからんというような状況でありますので、今の安いＬＥＤですかね、それについては市長としては市ではしないと。ですから、防犯協会と言われましたけど、担当課として、これは防犯協会でなさるべき仕事と理解しますかね。

○議長（太田重喜君）
　総務課長。
○総務課長（池田英信君）

　お答えいたします。

　性格上、防犯灯なのか街路灯なのかというのが出てくると思います。防犯灯ということであれば、それは防犯協会のほうで設置を今していただいておりますので、そちらのほうになると思います。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　平野議員。

○16番（平野昭義君）
　そっけない答弁ですけど、ここにちゃんと街灯と書いておりますもんね。ですから、街灯の場合はどうなるかということをお答えください。

○議長（太田重喜君）
　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　今、防犯灯をつけるということならば、当然、防犯協会がやっておられますので、いろんな地域の方もおられますので、お話を通していただければと思います。

　ただ、国道にこのような形で街灯をつけるということになりますと、これは国、県のそのような制度があるのかどうか、ここらについてはやっぱり確認をしなくてはならないというふうに思っておりまして、実はほかの県道にいわゆる防犯灯をつけてほしいという要望は何回かしたことがございますけれども、それについては防犯灯という取り組みはできないというふうなことでございますので、ほか何かですね、せっかく要望書も既に土木事務所に届けておりますので、どのような御見解が出るのか、ここらについては聞いてまいりたいと思います。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）
　平野議員。

○16番（平野昭義君）
　このライトについては、私の企画として考えられる場合は、国道は道路を利用してポールを立てにゃいかんですけど、上のほうの地権者の方に御相談して、くりっとしたようなね、上から垂れ込むというようなライトでちょうどいいじゃないかと。ですから、地権者の方がよかと言われれば私はそれでもいいじゃないかなというように思いますけど、国道に、あえて狭いところにポールを立てんでちゃ、上のほうからすれば水路がはっきりわかるわけですから、そういう点でも考えられんですかね。

○議長（太田重喜君）
　総務部長。

○総務部長（筒井　保君）

　お答えいたします。

　防犯灯と街路灯の違いなんですけれども、やはり道路を照らす部分については照度がございます。照度を満たさなければいけないという部分がございます。防犯灯やったら照度の問題というのは余り問われなく、ある程度明るければ、防犯上、満たす部分であればいいという形になりますので、ある程度の照度を持つためには、ある程度の設備が必要になってまいりますので、やはり土木事務所等も自立型のポールを立てていらっしゃるということでございますので、電線等を共架した形での道路照明というのはちょっと私たちのほうでは聞いたことはございません。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）
　平野議員。

○16番（平野昭義君）
　今、総務部のほうからの答弁でございますけど、私はこの下久間の渋滞とこれについては、総務課並びに建設・新幹線課あたりとの協議をね、やっぱり一緒になって、地元の区長さんを含めて協議をなされたほうが一番早道じゃないかと。部署部署で面々がんがんに話しよってもまとまらんから、出向いていって、そしてどうしたらいいでしょうかと。そしたら、きょうもいらっしゃいますけど、地権者の方も99％は賛成ですよ。ほとんど賛成ですよ。ですね。もし１％なかったら、それも説得する努力も行政側は必要です。部落がせんけんじゃなくして、結局、私たちはそういう立場ですと、公務員ですと、ですから協力してくんさいくらい言う気持ちを持たんと、部落はどがんするですかと人任せんごと、人んことのごとしか言わんで、しては私はいいと思います。

　ですから、このことについては、きょうはようっと聞きよんさるけんですね、答弁された方のこともメモしておんさると思いますから、総務課の方と、あるいは関係する建設・新幹線課、あるいはその他の方と一緒になって、部落の公民館あたりを活用して、そこで協議をしていただきたいと思いますけど、それについてはいかがでしょうか。

○議長（太田重喜君）
　総務部長。

○総務部長（筒井　保君）

　お答えいたします。

　やはり市民の安全を守る部分でございますので、道路を照らすとか人を守るとか、そういう観点もございますけれども、我々も防犯協会の総会にも出向いてまいりますので、そういう機会を利用しまして、ここら辺、危険な箇所についてはこちらのほうからも地元の方に防犯灯が必要ですよとか、そういうアドバイス等は行ってまいりたいと思っています。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）
　平野議員。

○16番（平野昭義君）
　どうもありがとうございました。

　再度、市長にお願いですけど、今、筒井部長、あるいはいろいろの課長の方がよく答弁しておられますけど、私も好感しております。いい気持ちでおります。ただし、市長のほうから、いわゆる業務命令というような形でね、防犯協会があるからじゃなく、防犯協会を開きなさいと市長の命令で地域の方に寄ってもらうということはできませんか。

○議長（太田重喜君）
　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　防犯協会については独立した組織でございますので、私のほうから強制的にということはできないと思います。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）
　平野議員。

○16番（平野昭義君）
　ある意味では、それは組織的にはよき逃げの手ですけど、私としては水面下でもいいですから協会の会長さんあたりとも協議しながら、そして日程あたりを決めて、一日も早うここが解決するように私は願っておるわけ。これは私も久間の者ですから知っておりますけど、本当に危のうして、歩いてでも行かれんごたるですよ。ましてや中学生は自転車で帰っております。おまけには最近は反射鏡のポールまでついておりますから、それが逆に災いするような感じでね、そいぎ、水路のところは真っ暗隅で何もわからんけんが、上からライトを落とし込めば、その分だけでもいいじゃないかということを私は言っております。そいけん、ふたのこともその中で解決するかわかりませんから、最大限努力をしてください。よろしくお願いいたします。いいでしょうか。

○議長（太田重喜君）
　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　先ほど申し上げましたように、この498号の整備につきましては、これは私の以前から引き継いだ課題だというふうに思っておりまして、何とか解決をしたいというふうに思っております。そういう心づもりで今後も地元の方々とも、また県とも協議をしていきたいと思っております。何とか努力を続けてまいりたいと思います。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）
　平野議員。

○16番（平野昭義君）
　今の話はまとめてよろしく。特に農繁期のさなかに傍聴に来ていただいたということは、物すごく危険を感じておられますから、そういうことでよろしく私からもお願いしておきます。よろしくお願いします。

　それでは、ちょっと次に移ります。

　最後に、企業誘致と大型道路のことについて質問いたします。

　まず、企業誘致については先ほど山口議員のほうからもるる質問があっておりますが、市長の答弁も快い答弁でございますけど、私はもう少し一歩進んだ考え方をせにゃいかんなということを思っております。最近、株価が乱高下、円安、円高をしておりますけど、私はアベノミクスについては、いい意味では好感を持っております。これがやっぱり一つの起爆剤になりゃせんかと。そういうことのあらわれが、調査によれば中小企業も少しずつ力強くなってきたというふうに放送もしておりますから、私はこういうときにこそ本当のやっぱり考え方をしっかり持ったほうがいいじゃないかというふうに思って、企業誘致のことも再度再度お願いしておるわけです。

　結局、ここに図面が……（図面を示す）テレビでもわかりますかしれませんけど、ここが例の長崎自動車道ですね。それからずっと下って、下のほうが207号線の鹿島のバイバスですかね、これは太良に行きますとオレンジ海道と言いますけど、その道路です。ですから、先ほど言いましたように、地域が活性化するためには、嬉野に新幹線が来ます。そしたら、新幹線は背広着た人だけです。しかし、こういうふうな大型道路は貨物自動車とかいろいろの自動車が来て、自由自在に行かれると。ですから、さきにも私も質問しておりましたけど、結局、企業があってこそ人口がふえると。そしてまた、その人口がふえたことが税収にもつながると。これはもう御存じのとおりです。ですから、ただ世の中の流れに流されんで、一踏ん張りしてみるという度胸、根性。島根県の福間さんやったですかね、一人で企業立地課長が2,500人の人口をふやしたという話を私はいつかしました。そういうふうで、やっぱり一人の課長の考え方によってもそういうふうに世の中は変わるんだなということもはっきりしておりますから、やっぱり人間の意のあるところに道ありというようなことで、やらなければ、ただ話の話ではつまらんじゃないかと思います。

　市長として、先ほどの山口議員等を含めて企業誘致と私の大型道路、これについては先ほどの答弁ではいいことと言っておられましたけど、市長としてはいかがでしょうか。

○議長（太田重喜君）
　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　いわゆる近隣の市町との連携といいますか、そういうことは常に求められ、また高めていかなくてはならないというふうに思っておりますので、御提案については御意見として拝聴しておるところでございまして、以前もお話としては承っておりましたけれども、その従前ですね、塩田町のころだったと思いますけれども、計画された形とはまた若干違う新しい視点だというふうに承っております。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）
　平野議員。

○16番（平野昭義君）
　最近、私もびっくりしましたけど、498号の整備促進期成会の総会の資料をもらいました。その中に関連して、ある人が498号は起点は鹿島じゃなかかねと、誰でもそれは余りよう知らんやったというごたる感じでございます。ですから、それがやっぱり正解であります。鹿島が起点で伊万里が終点ということになっておりますから、やっぱりそういう点については、私は498号のことについてはしっかり根を据えてもらいたいと。そして、ここにこの道路を実質つくっておりますけど、今の既設の道路は塩田の原町の橋を通ってこの庁舎前を通って樋口病院のほうに戻っておりますけど、私の計画では真崎のほうから真っすぐ久間の工業団地を通って武雄のいわゆる高速道路に接続すると。そしたら、物すごくこの辺が他県から見ても非常に活性化というですかね、あの辺はふとか道のできて、なかなか企業も来よるばいと、そういうふうな風潮が人が人を呼んで、また大きくなるというふうに理解しております。今、一番困っておられる企業は、塩田の運輸業者。２業者、細かく言うぎ３業者ですけど、２業者あります。その方々が非常に困っておられます。なしかというと、道路がないと。実は20キロ以下で行かんと危なかから、20キロ以下で行って、くりくりでＵターンして行かにゃいかんと。そいぎ、やっぱり企業に来た人も何か、例えば、時間が決まっている納品の場合には非常に困るわけですよ。これを見れば、今の運輸業者から武雄まで５分で行くですよ。今の実際見よるぎにゃ20分以上かかると言いんさるわけ。

　ですから、そういう点について、私は一遍にでけんでよかけん、部分的にもやっぱりつくっていくというふうなことが欲しいと。ですから、私は鹿島の今の208号線のような片側２車線をつくれば嬉野、塩田は物すごく世間から活性化の耳音が聞こえてくると。そしたら、福岡とか、あるいは東京とかの企業の方も来られると思います。

　最近、企業といえば企業ですけど、メガソーラーが久間に１町二、三反設置されております。そこは不便かところですよ。農免道路の近くですけど。ですから、できれば、人間でも動脈があってこそ人間は生きておりますから、まずその動脈の大きな柱を嬉野市に新幹線と今言う大型道路を２本立てで考えていかにゃいかんと思いますけど、市長としてはその意欲はいかがでしょうか。

○議長（太田重喜君）
　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　国道の498号に関連する道路整備につきましては、これはもう前からの課題として引き継いでおりますので、ぜひ実現に向けて努力をしてまいりたいと思います。

　今、御説明の道路につきましては意見がいろいろあるようでございますので、そこらについては、もう少し歴史的な背景等も十分調査をしなくてはいかんとかなというふうに思っております。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）
　平野議員。

○16番（平野昭義君）
　私は再々このことを提案しておりますけど、期成会の中の冊子を読んでおりますと、牛間田方面から云々とも書いてありますけど、なかなかですね、いざ20メートル以上の道路をつくれば、田んなか持ちさんたちはそう簡単にいかんわけです。ですから、なるだけないば、そういうふうなとの補償面でも山手のほうを行ったほうが私はいいと思って、久間工業団地のほうを狙って言っておるわけです。そして、今の498号の真崎から原町を通ってこっちに来ておるのは、ある意味では私はこれは昔の旧道と考えておっていいと。これが本道だというふうに持っていくような心構えを持たんと嬉野、塩田は栄えんというふうに理解しております。

　そいぎ、この中にもね、期成会の冊子を読んでおりますと、鹿島市から武雄市までの安全な走行性の高い道路を整備しようとスローガンに載っております。これは御存じですね。建設・新幹線課長、このことについていかがですか。

○議長（太田重喜君）
　建設・新幹線課長。

○建設・新幹線課長（中島憲郎君）

　お答えいたします。

　先月の５月９日に武雄市のほうで総会がございましたので、私も出席させていただいておりますので、存じております。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）
　平野議員。

○16番（平野昭義君）
　何度も私もこのことについては、ずっと私の個人情報を公表する時分からつくっております。まず何といっても道路が財産というですかね、昔から山を買うときには道を買えというふうにありましたように、山だけ買っても、道のなか山は何もならんと。それと同じことですね。これだけ家族にね、免許を持てば全部の方が乗られると。しかも、障害者の方が病院に行くときには杖ついてよろよろしよっても、車には乗ってきんさると。そういうふうに車が非常に大事な持ち物になっておりますので、車社会ということを念頭に置けば、私はこのことについては、ぜひ大型道路、片側２車線、幅でいえば25メートルぐらいになると思いますけど、それくらいの道路をやっぱり思い切って市長──市長も間もなく改選期ですけど、改選前にそういうふうな一つのアドバルーンでも上げてみんですか。いかがでしょうか。

○議長（太田重喜君）
　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　道路の整備については、必要性については先ほどお答えしたとおりでございまして、また担当課長が答えましたように、整備期成会の中の文言でございますけれども、そこをやはり整理をしなくてはならないというふうに考えておるところでございまして、そこらについては、いろんな歴史的な意見をもう一回確認させていただきたいなというふうに思っております。

　ただ、道路をつくり、地域が活性化するという目的については、当然、高いものがあるというふうに思っておりますので、努力をしてまいりたいと思います。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）
　平野議員。

○16番（平野昭義君）
　ありがとうございました。

　私も今回で多分59回目の一般質問になると思いますけど、それ相当に余りわけのわからないことも言ってきたと思います。しかし、こういうふうな大きな世の中を変えるということについては私は熱心にね、私みずからもですけど、やっぱりそれを受ける担当課の当局の方も本気になってもらいたいと。先ほど人口減少を山口議員のほうからありましたけど、人口減少は黙っておけば減少になります。なぜかといえば、新聞を見れば、お悔やみ欄にはほとんど毎日載っているごたる状態。かといって、誕生欄はもちろん載りませんけど、ほとんどこいのぼりが上がることは余りありません。そういう意味では、減少はもう明らかです。ですから、やっぱりそれをとめるためにも企業を設置、持ってきてしていかにゃいかんじゃなかろうかと。

　その素材が嬉野、塩田にないかといえば、ありますね。一番いいのはね、新幹線も来ればお客さんもふえるし、それから、そういうふうな企業が来れば、またお客さんも含めていろいろふえます。そいけん、嬉野だけが栄えるじゃなくして、藤津郡全部が栄えると、そういうふうな少し規模を拡大して持ってもらわんと、セクト主義の考えでは今はつまらんと思います。ですから、やっぱりこのことについてはきょうででん大分理解してもらえていましたけど、何というですか、１番目に言いました水害の問題、それから下久間の渋滞の問題、それから今の問題、やっぱりどれにしても私は欠かすことができない重大な問題と思って一般質問に取り上げたわけです。

　最後に、建設・新幹線課長が牛坂からでございますので、少し観測的な希望のあればお答えしてもらって、終わりたいと思いますけど。

○議長（太田重喜君）
　建設・新幹線課長。

○建設・新幹線課長（中島憲郎君）

　お答えいたします。

　私も地元久間出身でございますが、十分に下久間の渋滞等は周知をしております。そのようなことで、先ほどの大型の道路等も踏まえまして、県、それから地元等とも協議をしながら県のほうへ要望等をしていきたいというふうなことで考えております。期成会も一緒に要望していきたいと思います。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）
　平野議員。

○16番（平野昭義君）
　これで最後になりますけど、傍聴の方、どうもきょうは。きょうの答弁のように非常に前向きですから、そう長くせずして、ある程度解決策が見えると思います。

　それでは、市長を初め、執行部の皆様、いっちょ頑張ってください。よろしくお願いします。ありがとうございました。

○議長（太田重喜君）

　これで平野昭義議員の一般質問を終わります。

　引き続き一般質問の議事を続けます。

　１番辻浩一議員の発言を許します。

○１番（辻　浩一君）

　議席番号１番辻浩一でございます。議長の許可をいただきましたので、通告書に従いながら質問させていただきたいと思います。本日は傍聴いただきまして、まことにありがとうございます。

　今回の質問につきましては、大きく２点、次期市長選についてと委託料全般についてでございます。

　まず最初に、次期市長選に絡むことで御質問を申し上げたいと思います。

　市長は、1995年、平成７年より嬉野町長就任以来、現在、嬉野市長として、18年間、首長として行政のかじ取りをされてこられました。その間、バブル崩壊やリーマンショック、前回の劇的政権交代による政策転換や、さらに今回の政権交代など、時代に翻弄された感があるのではないかというふうに思っております。

　18年間の任期中は、常に不況がつきまとい、税収減少や市民の雇用確保が大きな政策課題として頭を悩まされたのではないかというふうに思っております。そのような厳しい財政状況の中、財政規律を守り、無難な財政運営をなされたことは大いに評価されるべきことだろうというふうに思っております。

　しかしながら、合併後の市長として、市民融和や新幹線のさらなる前進や駅前整備、医療センター跡地など、課題も残っているように思います。

　そこで、質問ですが、２月の任期まで残すところ約半年となりました。嬉野市長として２期目を終える総括として、２期間の成果と課題についての所感をお尋ねし、再質問は質問席にて行います。

○議長（太田重喜君）

　ただいまの質問に対して答弁を求めます。市長。

○市長（谷口太一郎君）

　辻浩一議員のお尋ねにお答え申し上げます。

　お尋ねにつきましては、次期市長選への再出馬の有無についてということでございます。

　まず１点目の、合併後２期目の谷口市政が来年２月の任期までとなったと、このことについて成果と課題についてということでございます。

　嬉野市が誕生いたしまして８年目を迎えたところでございまして、この２期の間、市民の皆さん方の御理解と、また議会の皆さん方の御意見を賜りながら、真摯に努力を続けてきたところでございます。

　私といたしましては、合併当時、さまざまに御苦労があられました合併協議会の皆様や、そしてまた市民の方々の熱い思いを何とか実現したいということで努力をしてまいったところでございます。おかげさまで、厳しい中でございますけれども、１歩も２歩も前進することができているというふうに考えておるところでございまして、特に課題でありました地域コミュニティの創設につきましては、まだまだ課題としては残っておりますけれども、全地区に創設をし、そして、本当に地域に開かれた嬉野ということが実現する目前まで参ったところでございます。このようなことにつきましては、それぞれの地域で担っていただきました皆様方に、改めてお礼を申し上げるところでございます。

　また、合併協議の際に委員の皆さん方からたくさん御意見等いただきました、２町が合併するわけでございますので、２町に均等な、均衡な発展をもたらすようにという大きな課題がございました。このことにつきましては、さまざまに厳しい意見もいただきましたし、また、私の至らない点もたくさんあったというふうに思っております。しかしながら、まずは２町の均衡がとれ、そして新しい嬉野市として１歩も２歩も進めるために、やはり、おくれておりました施策につきましては、できるだけ早急に取り組みをさせていただいたところでございます。

　特に、課題でございまして、また喫緊の課題になっております耐震化の問題につきましては、まず塩田地区の学校の耐震設備、そしてまた、不足しておりました嬉野地区の学校の耐震工事を毎年継続してまいったところでございまして、おかげさまで本年と来年になりますと、いわゆる全教育施設の耐震化が完了し、そして、子どもたちが安心をして学び、そして次の世界へ向けて旅立つことができるんではないかなというふうに思っておるところでございます。

　また、私が政策の中に常に掲げてまいりました地域ブランドの確立という中でも、さまざまな課題がございます。しかしながら、今拝見しておりますと、茶業にしろ、旅館業にしろ、窯業にしろ、そして塩田地区の施設園芸にしろ、若い方が戻り、そして若い方が額に汗して頑張っていただいておるところでございます。そのようなことは、やはり市議会の皆さん方の適切な御意見と市民の皆さん方の御支援があってこそ実現ができているというふうに思っておるところでございまして、おかげさまで県の西南地区では後継者の定着率というものが非常に高いところであるというふうに評価をいただいておるところでございます。そのことにつきましても、本当に合併以降、厳しい産業、経済状況の中で御努力をいただきました市民の皆様のたまものというふうに考えておるところでございます。

　また、私どもが以前から取り組みを進めております観光振興ということにつきましても、先般の新聞等によりますと、嬉野温泉が全国第24位に評価されたというふうに承っておりまして、これは専門家の評価でございますけれども、大変喜んでおるところでございます。しかし、その中の課題を見ておりますと、観光業の皆様方の御努力は大なるものがございますが、まだまだ私どもの、いわゆる地域における雰囲気づくりということが非常におくれているという御指摘をいただいておるところでございまして、反省するところは多々あるところでございまして、私どもといたしましては、財政的な融資が出れば積極的に取り組んでまいりたいというふうに考えておるところでございます。

　また、財政の健全化ということにつきましても、懸命に努力をしてまいったところでございまして、先般、財務事務所の評価をいただきましたけれども、現在の状況については、財政的には課題はないということでございます。しかしながら、将来につきましては、非常に慎重に対応する必要があるという状況は間違いないわけでございますので、私といたしましては、引き続き慎重な対応をとりながら、将来の嬉野市の財政の健全化ということについても、やはり課題を残しておるということは間違いないというふうに思います。

　しかしながら、これらにつきましても、皆様方の御理解をいただきながら努力ができたというふうに思っておりまして、現在、２期目に当たっての所感を述べさせていただいたところでございます。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　辻議員。

○１番（辻　浩一君）

　ありがとうございました。

　成果につきましては、市民の皆様方も十分御存じだと思います。

　課題について議論をしたいと思いますけれども、それにつきましては次の質問に上げております、その答えいかんによっては内容が変わってくると思いますので、次の質問を続けてさせていただきたいと思いますけれども、今現在、次期市長選に向けて新人の立候補が表明され、また記者会見も行われたわけでございますけれども、次期の市長選につきまして、市長のお考えとしては、再出馬の意思があるのか、ないのか、まず、その点お尋ね申し上げます。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　辻浩一議員のお尋ねについて、お答え申し上げます。

　お尋ねいただきました次期市長選挙につきましては、立候補をさせていただくことを決意いたしておるところでございます。どうかよろしくお願い申し上げます。できましたら、ぜひ御支持をいただくことを願い、次期の４年間を市民の皆様とともに努力させていただきたいと考えております。

　新嬉野市が誕生いたしましてから２期目を担当しておりますが、私といたしましては、全力を挙げて努力をしてまいりました。幸いにして、体力、気力とも充実をいたしております。３期目を目指して御支援いただく皆様とともに、市民の御理解、御支援をいただいてまいりたいと思います。

　東日本大震災が発生いたしまして、私は以前から御厚誼をいただいて、また志を同じくする多くの市長が被災をされました。自治体の被災に加え、御自身も被災されました市長が多くいらっしゃいます。嬉野市といたしましても、できる限りの支援を継続していきたいと考えております。被災をされた市長の命をかけた奮闘ぶりを見聞するにつれ、行政サービスのあり方について考え続けてまいりました。嬉野市が３万嬉野市民のためにできること、私ができることについて何かということを熟慮してまいりました。結論として得ましたものは、嬉野市の行政サービスを組織、団体、地域から、市民お一人お一人の皆様のために進化をさせていくという目標を得ることができました。次期の御信任をいただいた場合につきましては、市民お一人お一人と同じ立場に立って努力し続ける自治体をつくり上げたいと考えております。

　具体的には、生涯を通じて健康に暮らせる市民お一人お一人の健康増進計画をつくり上げたいと思います。

　次に、嬉野市で安心して暮らせる市民お一人お一人の災害防災計画をつくります。

　次に、市民お一人お一人が生きがいを感じて暮らせる市民お一人お一人の生涯学習計画をつくり上げたいと考えております。

　加えて、力強く発展できる各種施策について進展をさせます。現在、工事中の嬉野市社会文化会館、塩田中学校の完成と今後の利活用の展開、塩田津の伝建地区の整備と活用、新幹線嬉野温泉駅関連事業の推進、仮称嬉野茶交流館の施設整備、嬉野医療センター移転後の整備計画、趣のある観光地づくりなども推進してまいりたいと思います。

　また、先ほど申し上げましたように、県の南西部自治体の中では、農業、商業、窯業、観光業に後継者が多く活躍をしていただいております。後継者の皆様と連携をしながら、嬉野茶、肥前吉田焼、嬉野温泉、塩田地区の施設園芸について、ブランドの確立を図り、販売促進を進めてまいりたいと思います。

　加えて、嬉野市誕生以来、教育施設の整備に全力を挙げてまいりました。今後は、教育現場の御理解をいただき、学力向上と教育の国際化への施策を展開いたします。

　「より優しく、より力強く未来へ」を３期目のテーマとして、歓声が聞こえる嬉野市への進化を目指してまいります。

　次に、お尋ねの、現在、立候補を予定しておられる方もおられるとのお尋ねでございますが、私といたしましては、現在まで市民の皆様とともに誠実に努力し、市民の皆様の安全・安心、暮らしの向上を真面目に考え、努力してまいりましたことを御理解いただき、市民の皆様とともに汗して嬉野市の将来を切り開く覚悟を訴えさせていただき、御支持、御支援をいただければ幸いでございます。また、そのように実現できることを目指して努力をいたしたいと思います。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　辻議員。

○１番（辻　浩一君）

　今、出馬の決意表明をされました。このことに関しましては、まずもって敬意を表したいと思いますし、私個人といたしましては御支持を申し上げたいというふうなことで質問をさせていただきたいと思います。

　まず、先ほど市長のほうから課題のほうで、均衡ある両町の発展というふうなことで上げられました。このことに関しましては、私ども議員と語る会等々で、やはりまだそういったことで両町の均衡ある発展という面に関しましては、お互いに塩田、嬉野ということで、まだ御意見があるわけでございます。

　私が当選して第１回目のときに質問をいたしました。市民の融和をどうするかというふうなことで御質問を申し上げました。そういった中で、やはり、政策として均衡にされてきたと思いますけど、そこを理解していただくためには、メディアもありますけれども、まず行政嘱託員さん、そういった方たちを通じて、ぜひ市民融和のほうに向けていただければということで御質問申し上げましたけれども、そこら辺のことにつきまして、どういうふうにお考えでしょうか。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　お尋ねにつきましては、非常に重い御意見だというふうに思っております。

　先ほど壇上で申し上げましたように、長い間、私どもは合併協議を進めて、そして嬉野市をつくり上げたわけでございます。その中には、多くの合併協議会の委員さん、また多くの関係団体の組織の皆さん方に御参加いただいて、嬉野市の将来について夢を語りながら努力をしてきたわけでございますので、合併後のさまざまな課題につきましては、やはり今後解決していかなければならないというふうに思っておるところでございます。

　議会の皆さん方には御理解いただいて、予算の配分等については十分配慮をしてきたつもりでございますが、それがようやく２期目になって、いろんな形で、目の当たりにしていただく、そのような時代になったというふうに思っておるところでございまして、そのようなことを理解していただきながら、そして、本当に新しい嬉野市の市民として、より将来を目指していただく、そういう施策を展開させていただき、御理解いただきながら、ともに手をとり合って頑張っていきたいというふうに思っておるところでございます。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　辻議員。

○１番（辻　浩一君）

　いろんな活動する上において、そういった部分が非常に大切だと思いますので、そこら辺のことを十分配慮の上、市民融和について進めていただければというふうに思います。

　次に、私が課題として残っているんじゃないかなと思っているのが、新幹線の問題なんですけれども、今現在、武雄から先、鳥栖までは在来線を使うというふうなことで今進んでおります。しかしながら、私の考えといたしましては、そこら辺で在来線、あるいはフリーゲージを使えば新幹線の線路は使えないということで、結局は、かもめ、あるいはみどり号と変わらないように、特急とほとんど変わらないということで、余り効果がないというふうに私は思っております。

　そういった意味では、ぜひともフル規格を推進していただいて、ぜひとも大阪まで乗り入れられる、そういった方向で国なり県なり動かしていただくように要請をしていただければというふうに思っております。

　そういった意味で、今後の課題として、そこら辺のお考えがあるのか、ないのか、お尋ねを申し上げます。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　新幹線の整備促進についてでございますけれども、現在、私どもといたしましては、新幹線の整備促進につきまして、既に組織をつくって動いておるところでございます。現在、私どもの工事につきましては順調に進んでいるというふうに考えておるところでございます。

　ただ、これからの課題といたしましては、議員御発言のように、フリーゲージの開発状況と、それから、フル規格での開業という問題になってくると思います。既に私どもといたしましては、前回の要望の中で、最終的には、やはりフル規格を希望するという話をしております。ただ、文言としては、現在のフリーゲージトレインの整備促進という形になっておりまして、これから沿線の自治体の市町とも十分連携をとりながら、本当に将来の新幹線の形というものにつきましては、展望が開けるような動きをしてまいりたいと思います。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　辻議員。

○１番（辻　浩一君）

　武雄から先になりますと、もう踏切等々があって、沿線自治体の首長さんたちは、そこら辺のことも大分危惧をされておると思いますので、そういった方々とぜひ連携をとって、フル規格に向けた要望活動をぜひしていただきたいと思います。

　それに伴いまして、嬉野温泉駅の整備についてでございますけれども、嬉野温泉駅が……（発言する者あり）

○議長（太田重喜君）

　暫時休憩いたします。

午前11時54分　休憩

午前11時54分　再開

○議長（太田重喜君）

　再開いたします。

　辻議員。

○１番（辻　浩一君）

　それでは、今の質問に対しては、もう取り下げをいたしたいと思いますけれども、将来に向けて頑張っていただきたいというふうなことで、次の質問に移らせていただきたいと思います。

　以前から一般質問とか質疑の場において、業務委託をする場合に業者丸投げではなく、自前でできるものは自前でというふうな意見がありましたけれども、その後、このことに関しまして検討がなされたのかどうか、お尋ねを申し上げます。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　委託料の全般についてということでございます。

　諸業務の委託料につきましては、当初予算でも議会関係の議会収録放送業務から災害の測量、設計業務まで、約560件の業務がございます。これらは、予算編成時に担当課ヒアリングを行っておりまして、職員による対応ができない、あるいは難しいといったものについて予算づけをしておるところでございます。

　建設、農林関係につきましては、単独事業や災害復旧事業の業務はほとんど市職員で行っております。ほかの財源を充てさせていただく場合につきましては、専門的に計画書などを準備する必要があります。そのようなときには外部へお願いする場合もございます。

　基本的な考えといたしましては、専門的知識や資格を必要とする業務などを委託しておるというところでございます。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　辻議員。

○１番（辻　浩一君）

　以前も、例えば、水道関係とか、あるいは農集排関係において、これぐらいはできるんじゃないかというふうな御意見等々もあったと思うんですけれども、今のお答えですと、どうしても専門的技術、あるいはそういったもので委託をしなければならないというふうなことだったんですけれども、本当にそれだけなのか。例えば、人手があったらできるというふうな委託関係のことはないのか、そこら辺をお尋ねします。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　今のお話は、資格とか、そういうことは別にして、要するに、職員の配置によって委託せざるを得ないものができていないのかということでよろしいでしょうか。

　完全にそれがないということはないと思いますけれども、できる限り職員でできるものについては職員でやっていこうというのが基本的なスタンスでございます。そういう点で、予算のほうでもお願いをして、御審議をいただいているというふうに思っておるところでございます。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　辻議員。

○１番（辻　浩一君）

　そこで、今答えで、そういったことなんですけれども、例えば、市長の方針としては、総合的な職員を育てるというふうなことで、いろんな部署の配置転換等々されているわけなんですけれども、例えば、農林、土木、あるいは水道、ここらあたりは専門的な技術者を育てる必要があるんじゃないかというふうに私は思うんですけれども、そこら辺のお考えはいかがですか。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　専門的な知識や資格を持った職員は必要であると考えておりまして、各分野での研修等にも資格取得のために参加をさせておるところでございます。

　また、特殊な資格といいますか、そういうふうなことにつきましては、資格取得者を雇用するという形で対応をしておりますので、なかなか一般の事務業もやりながら資格を取得するという点は難しい点もございますので、特殊な資格については、資格取得者を採用するということで今取り組んでおるところでございます。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　辻議員。

○１番（辻　浩一君）

　ぜひ、そういったことで、本当に業務の、スムーズと言ったらおかしいんですけれども、そこら辺をするために専門家というのを育てていく必要があるというふうに私は思っておりますので、そこら辺のことをよろしくお願いしたいと思います。

　例えば、企画なんかを委託する場合、例えば、企画会社に出したときに、どれくらい嬉野市がクライアントとして意見を述べて、その事業に反映させているのかというところはどうなんでしょうか。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　企画等について業務を進める場合につきましては、特殊な場合を除いて、単独でということはないわけでございますので、数社、やはり競合させてやるわけでございますが、その中で、まずは私どもの基本的な方針を説明して、それに対する提案ということで決定する場合が非常に多いわけでございます。その決定した後には業務が進んでまいりますので、業務の内容等については、十分レクチャーをしながら取り組みをしていただくということでございますので、私どもの意向は十分入っていくというふうに思っております。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　辻議員。

○１番（辻　浩一君）

　質疑のときも出たと思うんですけれども、例えば、ソフトバンクの開催ゲーム、あるいはサガン鳥栖あたりの、そういったことに協賛しての効果というものはどうなのかというふうな質問もあるわけなんですけれども、そこら辺の検証あたりはどういうふうにされておられますか。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　先般開催いたしましたソフトバンクのオープン戦につきましては、ことし初めて、いわゆる議会の御意見等もいただいて、反響を確かめるというふうな意味で、旅館の宿泊券等のプレゼントをしたわけでございますが、非常に多くの方に投票をしていただいたということで、そういう点では成果として上がったのではないかなというふうに思っております。

　また、サッカーのサガン鳥栖の協賛につきましては、これはずっと続けておるわけでございまして、そういう中で、サガン鳥栖のほうとしても、私どもの嬉野市で高齢者の健康教室とか、また子どもたちのサッカー教室、そういうものについては前向きに毎年取り組んでいただいておるところでございますので、そういう点では、もちろん費用負担は私どものほうでいたしておりますけれども、それ以上の広がりができてきているというふうに思っております。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　辻議員。

○１番（辻　浩一君）

　先ほども企業誘致の話は出ておったんですけれども、私は企業誘致をしなきゃならんということはわかりますけれども、ただ、今現状では、それは難しいというふうに考えております。

　そういった意味では、目の前に幸いにして嬉野は観光業があるわけですので、そういったイベントと絡めて、ぜひとも嬉野市の経済の活性化につながるような方策をどんどん打ち出していただきたいというふうに思うわけですけれども、そこら辺の見解はいかがですか。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　今年度も新しい事業等についても予算を御了解いただいておるところでございまして、既に動き出している分もたくさんございます。また、この前の柔道の合宿とか、今回またバレーボールの合宿とか、一流選手を目の当たりに見られるということもございまして、市民の皆さん方には非常に御好評をいただいているというふうに考えておるところでございます。

　そういう点で、嬉野市は、せっかく整備をいたしました施設等をこれから十分活用していくということについては、さまざまな企画を提案してまいりたいと思っているところでございます。

　また、ことし、国の予算等を使いまして施設の再整備を行うわけでございますので、若干、利用面では御不自由をかけますけれども、完成しました場合には今まで以上の効果があるというふうに期待しておりますので、今の御意見をもとに努力をしてまいりたいと思います。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　辻議員。

○１番（辻　浩一君）

　以前にもお話しをしたと思いますけれども、そういった今あるスポーツ施設等々をフル活用して、大会なり、あるいは合宿なり呼んできて、嬉野市の活性化につなげていただきますよう、よろしくお願い申し上げまして、私の質問を終わりたいと思います。

　ありがとうございました。

○議長（太田重喜君）

　これで辻議員の質問を終わります。

　一般質問の議事の途中でございますが、ここで13時５分まで休憩いたします。

午後０時５分　休憩

午後１時５分　再開

○議長（太田重喜君）

　それでは、休憩前に引き続き一般質問の議事を続けます。

　４番山下芳郎議員の発言を許します。

○４番（山下芳郎君）

　議席番号４番山下芳郎です。ただいま議長の許可をいただきましたので、通告書に従いまして一般質問をいたします。

　私は、２点にわたりまして通告書を提出いたしております。

　１点目は、過去、全議員の一般質問におけますところの「検討する」という市長の答弁は、議会終了後、どう協議をされたのかについてお伺いをいたします。

　また、私の過去の一般質問で「検討する」と答弁された質問事項に動きが見えませんが、どう対応されておられるのか確認をいたします。

　２点目は農業問題で、有機栽培、また特別栽培の推進についてお尋ねいたします。

　先に１点目の質問を２項目に分けまして質問いたします。

　まず、議員の仕事の一つに、議会の重要な権利として一般質問がありますが、私はきょうの一般質問を含めて全議会において、市長、また教育長へ14回の一般質問をいたしております。まだまだ稚拙でありまして、要領を得ない点も多々ありますが、答弁に苦慮される点も多いかと思います。いずれにしろ私は、前に進む嬉野市を目指すために、あるべき姿をイメージしながら提案をしているつもりであります。今回は、その一般質問で「検討する」という市長の答弁について質問いたします。

　議会答弁の一般論としてではありはしますけれども、「検討する」という答弁は、やらないという一つやゆをされたという表現もあるわけであります。谷口市長におかれましては、みずから真摯に御答弁をいただいておられるわけでありますので、このことは全く当てはまらないと思っております。そういった中でも、予算の問題等、また速やかに実行できない点も多いかとは思っております。

　市長にお伺いいたします。まず、「検討する」という答弁について、市長の認識を先にお聞きいたします。

　再質問は質問席よりいたします。

○議長（太田重喜君）

　ただいまの質問に対して答弁を求めます。市長。

○市長（谷口太一郎君）

　山下芳郎議員のお尋ねについてお答え申し上げます。

　お尋ねにつきましては、一般質問の「検討する」ということについて、どのように考えるかということでございます。

　一般質問につきましては、先ほど議員も申されましたように、議会の中で議員の皆さん方が積極的に市政への提言等をいただく大切な機会であるというふうに考えておるところでございまして、心から敬意を表しております。私も一般質問に対しましては勉強会等も行いまして、そして慎重に、また前向きにお答えするということを前提にしておるところでございます。

　検討したいという答弁をする場合もあるわけでございますが、やはり中身の精査をしなくてはならないということでございまして、またあるときは、法に照らして適切に我々がこの案件について動かすことができるかという課題もございます。そしてまた、最終的には予算の問題がございますので、前向きには考えておりますけれども、やはりそういう中で何とか議員の御提案等を実現するためにどのような形がいいのかということを原課並びに特別職等で協議をしながら決定をしていくということでございまして、議員御発言のように検討するということが後ろ向きだというふうなとり方もあると思いますけれども、我々としては積極的に実現に向けて常に努力をしてまいりたいと思っているところでございます。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　「検討する」ということにおきましては、今、市長御答弁いただいたとおりだと、私もそう思います。そういった中で、現実的には具現化できない点もいろんな今答弁のとおりでありまして、いろんな理由はあろうかと思います。

　そういった中で、その後の検討結果、また協議内容につきましてどうなったのか、質問者の議員へ、また議会にも報告されたことはいまだかつてなく、私も進捗状況そのものを確認のために何回か同じ質問を一般質問として再度提示したことがあります。

　また、一般質問が予算計上されることにつきましては、質問者、提案者につきましては一つの手柄みたいなことでしょうけれども、質問者には議会に説明もそういったことであったにしても、説明もなく突然予算計上をされるということで、いささか違和感を覚えることもあるわけであります。

　予算化されなくても、質問しただけでその先がどうなっているのかもわからず、ある面じゃ言いっ放しの状態としては議員の仕事を果たしているのかと、ある面じゃ自己満足に終わってないかと思うことも時々あるわけであります。一般質問は我々事前に通告書として提示をしているわけでありますので、いろんな理由があるにしろ、「検討する」の答弁のときには、おおむねの方向性なり結論的な形まで御答弁をいただいたら幸いかと思いますが、その点についてはいかがでしょうか。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　御質問の趣旨については理解をいたしますけれども、これはやはり実現をするということになりますと予算をつけるという具体的なそういう動きになるわけでございますので、予算をつける動きを議会の議案の成立前にそれぞれの場所、それぞれの議員のお尋ねについてお答えをしていいのかどうかという基本的な問題がかかわってまいりますので、今のところ私としてはなかなか判断できないと。原則はしないほうがいいというふうに思いますけれども、やはり全議員同じタイムラグで同じ内容のものを一堂に見ていただくということから議会が始まっていくんじゃないかなというふうに思っておりますので、検討をするということじゃなくて、じゃ検討しますというふうになりますと、具体的に予算をつけるということになるわけでございますので、その前の段階でいろんな情報をいただくとか、いろんな資料を私どもが集めて検討するとか、そういう中ではやはり地元の御意見というのも必要なわけでございますので、そういう点では御提案というのは十分いただけると思いますけど、結論を出すというですかね、そういうときに前もってそれぞれの議員に御報告するということになりますと、これはちょっと議会としてのやはり同時性といいますか、非常に大きな問題になるんじゃないかなというふうに心配をしているところでございます。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　確かに通告制といいながらも時間的に期日的にも短時間でしているわけですので、それに対して予算が伴う分についてはすぐに御答弁もできないという点も理解はいたしております。

　ただ、今の質問に対して再質問みたいな形になりますけれども、それでは、この議会の終了後に提案のあった分をどう審議をされているのかということについて現状も見えないわけであります。今現在、嬉野市としましては、そういった分について市長の答弁の内容によってどう対応しておられるのか、お伺いをいたします。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　先ほどお答え申し上げましたように、一般質問等については誠実にお答えをするというのを原則にしておりますので、検討するとか懸案事項というふうに判断をした場合については議会終了後各課に指示をいたしまして、各課で検討をして、そしてどのように考えているのかということを報告として私のほうに届くようになっております。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　今御答弁ありました点は、どこかでまとめて各課にそれを審議ということでまた差し戻しをなさって、それがまたフィードバックするという形じゃないかと、そう受けとります。

　あと部長会議、また課長会議というのが週に１回でしょうか、あっているように聞いておりますけれども、いわゆる幹部会でそういったことの一般質問の対応について審議される、また協議されるということは機関として、仕組みとしてはないんでしょうか、お尋ねします。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　範囲の違いはございますけれども、政策会議という形で会議を開く場合は、政策会議に対する提案ということで各課の説明を求めるということになって私どもが判断をするというふうにいたしております。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　もちろん各課に戻してそれをフィールドバックというのであるんでしょうけれども、今現在の状況ですけどね。やっぱりこれを恒常的に常に、これは検討するから進んでいく場合もあるし、物によってはできないということも方向としてあろうかと思います。その進捗状況を刻々と移っていく中で明らかにわかるような、一つの移ろいをわかるような形で一つの会議の中で審議することも大事じゃなかろうかなと、オープンにしながら話すことも大事じゃなかろうかなと思うわけでありまして、議事録をつくりながら、この項目についてはいついつと、所管はどこだというような形ができないものかなと思うわけであります。

　ちょっと私が一つ経験した中で、この一般質問した事項について当時の所属長にある程度時間を置いてから、その後どうなったのかということで確認しましたところ、その所属長さんの回答につきましては、まだ市長から提示があっておりませんが、話があっておりませんので、わかりません的な意味合いの返事であったわけです。私もちょっとある面では唖然としたといいましょうか、これじゃなという分があって非常に気になっております。そういったことで、やっぱり市長から言われる前に、明らかに自分の担当であるならば市長にみずからお伺いをしながら先に進むことをしていただきたいと。そうあることが幹部の仕事じゃなかろうかなと思ったわけであります。

　市長は非常にこの一般質問につきましても、いろんな対応についても市長みずから率先してなさいますし、ある面じゃ終わった後も予算の問題含めて積極的にされるということについては他市長に見られない積極的な姿勢というのは十分すばらしい市長ということで理解はするんですけれども、反面、一つの組織として見たときに、幹部のあり方として一つの今のさきの話が全てとは言えませんけれども、指示待ちの傾向があるとするならば、そういったことについては市長はどうお考えでしょうか。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　私が検討するということに対して、私がこれとこれを研究しなさいという指示は当初はいたしておりません。これは総務のほうで議会の全体の流れを見ながら私の答弁の中で検討するという答弁をずっとチェックをしまして、総務のほうで各課に連絡をし、これについてどう考えるのかということで最終的に私のほうに上がってくるということでございますので、その手前の段階で、私がこれとこれを議会の終わった後に検討しなさいということは第一段階では行いません。総務のほうでずっと記録をとっていますので、私が検討したいというふうなことについては総務のほうが各課に話をかけるということからスタートしております。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　答弁の協議の対応の、議会終了後の対応の仕方なんですけれども、私非常に参考になったのが、皆さん方にもそれぞれ参考までに市長含めて幹部の皆さん方は御存じかとは思いますけれども、隣の大村市の例を取り上げてペーパーとしてはお配りしているわけであります。これは大村市のホームページで公表しているわけでありまして、非常に市民にも内容がわかりやすいし、ある面では推移というか、わかりやすいということであります。この内容そのものは、ホームページの中に「市議会一般質問検討事項」という窓口がありまして、それを開きますと、一般質問の質問事項、また対応状況、質問した議員名、担当部署の項目でその内容を公表しておられます。いわゆる市民にも全部オープンにしているということであります。後ほどでも結構ですから、大村市のホームページを開いてまた確認をしていただきたいと思いますが、大体おおむねＡ３のペーパーに出している部分を４つの枠でありますけれども、まとめて参考に提出をいたしております。

　問題はやっぱり肝心の対応の状況ですね。ここでいいますところの右下のところですけど、右下の中ほどですけれども、対応方針、進捗状況というのがあります。この中で対応済み、日にちまで入っております。検討もしくは対応中という分があります。物によっては実施ができない実施不可ということですね。この３段階で、それぞれその説明もありまして、わかりやすく明示がされておるわけであります。

　こうして公表することによりまして、質問する我々議員ももっともっとしっかりと対応する必要がありますし、発言した責任も重いので、もっともっと今以上に責任が伴うと思っておるわけであります。そういった面では議員も執行部も責任を持って臨むことによりまして議会の重要さが再認識されて、市民にわかりやすい嬉野市議会としてレベルアップにつながると思っておるわけであります。

　そういった中で市長、隣の大村市さんの例ではありはしますけれども、市議会一般質問検討事項を参考に嬉野市も取り入れられて考えてみられませんでしょうか、お伺いをいたします。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　議員の御発言につきましては、以前からお話があっておりますように、要するに政策の決定過程の透明化ということについてお話をいただいているわけでございますので、透明化していくという原則については、これは時代の流れとして当然あるべきだというふうに考えております。

　ただ、大村市さんの場合を聞きますと、議会との調整は一切しないというふうになっておるわけでございますので、そこらについてはいわゆる議会の皆さん方の御理解をいただいた上でしないと、答弁と掲載したものが全く逆になるということもあるわけでございまして、そういう点で課題もあるんじゃないかなというふうに思っておりますので、もう少し勉強をさせていただきたいと思います。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　市民には確かに透明化という分がありますけれども、市長の答弁によりますところの議会との調整というのはおかしいんでしょうけれども、確認、すり合わせですね、そこら辺が不足しているということで聞いております。そうであるならば、今現在それができているかといったら、多分できてないと思うんですね。そういった面では半歩でも、いろんな問題ありはしますけれども、進むということにおいてはこういったことも一つの例として、全てとは言いませんけれども、透明化していく一つの手段の中に検討して、またほかの方法があればなおいいんでしょうけれども、嬉野らしくしてもいいんでしょうけれども、要するに今の現在で果たしていいのかということは、私は大きな疑問があろうかと思います。そういった点では、ぜひ参考にしていただきたいと思うわけであります。

　そういったことで、これを機会に議会の一般質問の対応だけじゃないんでしょうけれども、一つの進捗状況がわかる、また市民にもわかる、いわゆる見える議会としてのより丁寧な対応を今後も検討をしていただきたいと思うことであります。

　そいじゃ続きまして、この定例議会の今までの一般質問で「検討する」の答弁があったものの一部について進捗状況を確認いたします。

　まず、平成23年３月議会におきまして、シーボルトの湯ができた中で、シーボルトの湯を核としながら周遊体験ゾーンの提案をしたわけでありますけれども、そういう中で市長はみずから、以前あった河原の再現をしたい旨の答弁があったわけであります。その後の検討状況をお伺いします。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　河原の再現をしたいということで以前から申し上げておるところでございまして、温泉公園全体の整備の中でも非常に趣のある形になるのではないかなというふうに思っております。県とも協議を進めていかなければならないと思っておりますけれども、いわゆる構造物をつくるわけでございますので、流動の断面等を阻害しない程度について私どもが設置できるかどうかということを検討しましてから、また県とも協議をしなくてはならないというふうに思っておりまして、そういう点では、以前からありましたので、可能性としては私はあるというふうに思います。ただ、問題は、そこで温泉が使えるということはちょっと厳しい状況でございますので、湯煙はなくても河原という形で趣が再現できれば可能性としてはあるんじゃないかなと思います。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　諸問題含めて、特に温泉源の確保の問題も含めて県との絡みもありますので、そういった点では一つの願望的な形の検討ということでとられてよろしいんでしょうか。そう私なりにとらえていきたいと思っております。

　続きまして、同じ平成23年６月議会におきまして、市民の防災訓練について質問をいたしました。先ほどの一般質問でも市長から答弁がありましたんですけれども、そのときには９月１日が関東大震災に合わせた日本の国の防災の日でありまして、その防災の日に合わせた防災訓練を検討するという答弁をいただいておりますが、その後の進捗状況をお伺いいたします。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　平成23年の３月11日に東日本大震災が発生したわけでございまして、全国的に自然災害に対する危機意識と防災意識が強まったところでございます。嬉野市におきましても震災以降、嬉野市地域防災計画を根本的に見直しをし、嬉野市の実情に合った防災対策事業を展開しておるところでございます。

　本年度の佐賀県総合防災訓練は杵藤地区で実施をされまして、例年、塩田川沿いの堤体等で総合訓練の一部を行っておりましたけれども、本市での訓練がありませんでしたので、嬉野市独自で今回避難訓練を実施したところでございます。総合訓練の一環として行われましたけれども、情報伝達や徒歩による避難、それから炊き出し訓練等を行い、市民の御協力と関係機関の御支援により一定の成果を上げることができたわけでございます。また、訓練の終了後にアンケートをとっているわけでございますけれども、市民の防災意識が高く、避難訓練の意義、必要性については理解されておるというふうに思いますし、避難訓練の継続を望むという意見が多数あったところでございます。

　このことを踏まえて避難訓練のあり方を検討いたしまして、４年ごとの佐賀県総合防災訓練に加えて、隔年ごとに３つから４つの行政地区、あるいは小学校校区単位で避難訓練を実施していきたいというふうに考えております。

　訓練の実施時期につきましては、災害が発生するおそれが強い雨季の前に実施することで防災意識の向上を図ることができておると考えております。

　また、訓練項目につきましては、地区ごとに地形や市民の年齢構成等を考慮し、関係機関と開催に向けて協議を行ってまいります。

　市民お一人お一人の防災意識が低下しないよう継続して訓練を行い、万が一災害が発生した場合でも訓練を生かして適切に判断し、安全に避難していただくことが非常に重要であると考えておるところでございます。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　答弁が９月１日の防災の日に合わせてということでありましたので、ここで確認のために質問したんですけれども、嬉野市におきましては、塩田地区、嬉野地区それぞれ特徴、形態が違いますし、防災そのものもある意味じゃ違いますので、先般の５月26日に行われました、このときは塩田地区だったですけど、いろんな具体的な形まで上げておられます。私は所用でちょっと出席できなかったんですけれども、非常にこれは地域に密着した臨場感のある防災訓練ができたんじゃなかろうかなと想像するわけであります。ですので、あえて９月１日に全市挙げてというのはある面じゃ無理もあろうかと思いますので、このように隔年ごとでも結構ですから、嬉野地区、塩田地区に分けてでも結構ですし、その実態に合う形で徹底を継続的な形で進めていただきたいと思いますが、御答弁をお願いします。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　先日の訓練には本当お忙しい中、議長も御参加いただいてお礼を申し上げたいと思います。

　やっぱり参加した方が同じような感じで言われたのは、経験してみないとわからないというふうなことをおっしゃいまして、アンケート等も非常に前向きに書いていただいたわけでございますので、議員御提言のように、やはりそれぞれの各地区を変更しながら、市民の皆さん方が一度は避難訓練に参加したことがあるというふうな体制を早くつくり上げるということも大事であろうと思いますので、努力をしてまいりたいと思います。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　当初質問したときにも言ったんですけれども、ハザードマップができておりますけれども、この前のときの26日にこれを活用されたのかちょっとわかりませんけれども、やっぱりそういったときの臨場感のあるときに市民に、これが基本的にベースになっていると思います。ただ、自分のところの地域、集落に、どこが避難場所かわからない人も相当おられるし、逆にそれが適正かどうかというのもある面では不合理の点がありましたら見直すということもありますから、これを常に我が家に見てどこに置いているかいうことをそれぞれの家庭で確認をしていただくというのもいい機会になると思いますので、ぜひ全てを持ってきてくださいじゃないけれども、お持ちの方は持ってきてくださいみたいな形の意識づけをしていただきたいと思っています。

　これをどこかに、はっきり言ってもうほたくって、全然わからないというのがありましたら、何のためのハザードマップかわかりませんので、ぜひそういった機会に活用をしていただきたいと思うことであります。

　じゃ、次行きまして、次の質問に参ります。

　同じ平成23年12月議会で、空き家バンク制度について質問いたしております。その進捗状況をお聞きします。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　空き家バンク制度についてでございますけれども、昨年６月に嬉野市空き家情報登録制度空き家バンク設置要綱を制定しまして、当初納税通知発送時に市外在住者で市内に固定資産をお持ちの方に制度登録への勧奨の文書を発送したところでございますが、結果として反応はありませんでした。また、市報にも掲載しましたけれども、こちらも反応がありませんでした。そのため、制度の周知を含めてホームページをまずつくり込もうということで作業を行ってきたところでございます。現在ホームページの概要はできておりまして、あとは微調整を行い、公開するところまで来ております。

　今後の方針としては、市内不動産業者、不動産登録の物件や市の空き家等の適正管理に関する条例による調査で明らかになった可住物件につきましては、個別に登録勧奨を行っていく予定としているところでございます。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　今、市長御答弁のとおり、昨年６月にこの空き家バンク設置要綱が定められて条例化されておるわけであります。いっときやったですか、市のホームページのほうにも空き家バンク制度ができましたということで上がっていましたけれども、今現在はありません。市長の答弁のとおり、今、新しくホームページをつくって見直しているということでありますが、その中でやっぱり利用者、例えば、空き家そのものを調べたい、もしくは提供したいという相互にあろうかと思いますけれども、相互の方がわかりやすいような形でしていかないと、条例化しているからとか、例えば、ＰＤＦに出しているからいっても、本当に市民の目線とすると相当、我々はつくっていると言いながら、利用者からすると逆に隔世の隔たりがあるわけでありますので、やっぱり市民ベースでそこら辺を出しながら、条例は条例としながら中間のほうに、その間に入るような形でわかりやすくしていただきたいということが要望であります。現在、はっきり言って市長の答弁のとおり、登録件数も問い合わせもありませんということです。ぜひそういった点を含めて、お願いをしたいと思っています。

　じゃ、引き続き次の質問に入ります。──今の件ですけれども、これもちょっと隣のことを言うてはいけませんけれども、武雄市が早くからこれを取り上げておられまして、一時期は民間の業者を入れながら武雄市がそこに仲介的な形で紹介をする窓口があったわけですけれども、時間は若干変わってはおりはしますけれども、空き家バンクを生かそうということで取り組んでおられます。これは当然、空き家の活用と同時に定住促進につながるわけでありますので、ぜひそういった点では相互の利用価値がありますので、強力に進めていただきたいと思っております。

　では、続きまして、24年３月議会で質問いたしました分の中でジェネリック医薬品の普及促進について質問をいたしました。その中で市長の答弁は、嬉野市単独では非常に効果が薄いので、佐賀県の動きを見ながら効果が出る形で取り組みたいということであったと思っております。その後、佐賀県のほうに積極的な要望なり打診はされたのか、確認をいたします。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　ジェネリック医薬品の普及につきましては、平成24年の第１回定例会で議員からの一般質問に対しまして積極的に導入するよう努力したいと。議員御発言のことも県国保連に提案したいとお話ししたところでございます。その後の経緯につきましては、努力をいたしまして、調剤分の数値では本年２月分は32.6％まで上がってまいりました。前回が30.4％でございますので、2.2ポイント上昇したところでございまして、また、希望カードにつきましても今年３月末に健康保険被保険者証の更新と合わせて被保険者に配布し、推進を図っておるところでございます。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　承知いたしました。引き続き推進のほうを積極的に取り組んでいただくよう強くお願いをしておきます。

　続きまして、同じ平成24年６月議会で再生可能エネルギーにつきまして質問いたしました中で、関連としまして吉田地区にメガソーラーの検討という答弁があっておるわけであります。その後、ソフトバンクグループのソフトバンクエナジー社ですか、そちらが本年の４月に運転開始ということで建設を進めるということで聞いておりますが、その後、形としての進捗が見られないわけであります。確認をいたします。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　皿屋の太陽光発電についてのお尋ねでございます。

　再生可能エネルギーの普及促進に向けた取り組みの一環である吉田皿屋地区の大規模太陽光発電施設メガソーラー事業につきましては、平成24年８月下旬の事業者選定ヒアリング及び審査会を経て、ソフトバンク株式会社100％子会社でありますＳＢエナジー株式会社を発電事業者として決定し、現在、準備が進められておるところでございます。

　事業の進捗状況としましては、電力会社との協議に時間を要したため、当初計画よりも若干おくれておりますけれども、年内の発電所運転開始に向け、今後、敷地造成工事及びパネル設置工事に着手していく予定でございます。

　また、平成25年３月には地元説明会を開催し、事業についても理解いただいているところでございます。今後とも地元と十分に調整を図りながら、安全かつ確実に事業を進めてまいりたいと思います。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　年内に形ができるということで、相手あってのことでありますので、これ嬉野市が単独にするわけじゃありませんから、一概には言えないでしょうけれども、電力会社、要するに地元の電力会社でしょうけれども、年内に稼働の状況で進めているということで認識をしてよろしいですね。

　続きまして、次の質問に参ります。

　同じく24年９月議会ですけれども、私の質問が、庁舎でのたばこの受動喫煙防止対策について質問をいたしております。その中で市長、教育長は、全面禁煙とする答弁でありましたが、動きが見えません、どうなっているかお聞かせください。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　たばこの受動喫煙についてお答え申し上げます。

　以前の議会でも、嬉野市の公共施設につきましては原則禁煙ということでお答えをしているところでございます。庁舎におきましては、受動喫煙対策ということで庁舎の建物の外に禁煙場所を指定しながら分煙を行っているところでございます。指定の喫煙場所につきましては御意見もあろうと思いますけれども、御理解を賜りたいと思います。

　また、たばこの受動喫煙防止対策につきましては、保健師等が各地区へ出かけて禁煙等の指導を行っておりまして、各地域や団体等への健康指導や妊婦への母子手帳交付時の機会に、たばこの害についても情報を提供し、家族ぐるみでの禁煙を進める活動を継続していっておるところでございます。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　時間がまだ浅いということもあろうかと思いますけれども、徹底さの問題もあろうかと思いますけれども、現実的にはなかなか進んでいないという思いが受けとるわけであります。それより進まないということよりか、現実的にはやっぱり分煙可能な場所をつくって、そこで喫煙コーナーと申しましょうか、税金はかかりはしますけど、そのほうがより喫煙者についても区分けができるし、現実味があるんじゃないかと思いますが、御答弁いかがでしょうか。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　公共施設の中では原則禁煙ということでございまして、建物内ではですね。ですから、建物外で分煙対策ということで喫煙場所を指定しているということで、今のところスムーズに流れているというふうに思います。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　市長の答弁ですから、そういったことで進めているということで理解をしておきます。

　それでは、続きまして、同じ年度の平成24年12月議会で友好都市の提携について質問をいたしております。国内、海外に合わせまして質問いたしましたけれども、その後の検討状況をお聞かせください。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　友好の姉妹都市締結につきましては、過去に提携をした経緯を振り返ってみれば、お互いのネーミングとか、また土地柄等の何らかの縁があって実を結んだのではないかと考えております。

　先日も三重県の松阪市長がわざわざ嬉野市をお訪ねいただいて、今後の友好継続についてもお話をしていただいたところでございます。

　東日本大震災によって被災された市町村については、今やっと復興に向けて歩み出されたところでございまして、また復興に向け全国各地から、自治体等から職員が派遣されておりまして、被災地については正常な行政ができていない中であり、まずは復興に向けての支援が大事と考えておりますので、被災地についてのこの提携につきましては、一方的な負担にならないよう慎重に協議を進めることが大事であろうと考えております。

　また、海外については、ことし３月から瀋陽市へ、県国際交流課へ職員が派遣されているということでございまして、また私も平成24年11月には瀋陽市を訪問した実績もございます。県と遼寧省が交流をしているようでございますが、今後、市レベルでも交流ができないかと県から打診があります。ただ、市の規模が非常に違い過ぎまして、友好締結をした場合に本当に友好な交流ができるかとなりますと、相当課題があるというふうに考えておりますので、今後、慎重に取り組みをしながら、いわゆる文化面とかスポーツ面とか、そういう面でのまず交流を深めていくということが大事ではないかなというふうに考えております。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　相手もあって時間もかかる事案でありますので、半年ぐらいですぐ結論とかいうことは難しいかとは思いますけれども、市長の答弁のとおり前向きに御検討をいただきたいと思っております。

　続きまして、25年３月議会で観光資源を生かすための浦田川の陶土運搬船について質問いたしまして、船を浮かべることそのものについては非常に条件面で厳しい面があるということで、船以外の中で陶石を含めてそういった点で歴史感を感じさせる対応をしたいということで答弁をいただいているわけであります。

　あと別で、先般、嬉野温泉観光協会が隣の鹿島の浜宿と塩田宿の観光交流を目的としまして、船で有明海を経由しながら有明海を航行されたという、実験航行でしょうけれども、聞いております。やや目的が違うかわかりませんけれども、しかし観光交流ということでありましたら、重なる部分もありますので、陶石そのものを運ぶことは難しいかもわかりませんけれども、浦田川についても非常に問題もあるかと思いますが、塩田川も含めて船を動かすことについては県と観光協会あたりと意見交流を踏まえながら考えられないか、お伺いをいたします。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　浦田川の船着場につきましては、現在、観光協会で２市１町の連携をとりまして遊漁船で川下りを行い、ツアー商品化できないかということで検討をしておられます。この浦田川の船着場につきまして、やはり排水機場の水門が閉鎖されまして、水門の開閉が可能であっても遊漁船の大きさに制限を受けるということで、満潮時でないと通行できないなど非常に課題が多いため現在は簡単にできないという、実現できないという状況でございます。ただ、観光協会の役員さんとお話をしたところには、いわゆる有明海を通って塩田川を上ってくると非常にいい観光素材になり得るというふうなことでございましたので、今後、観光協会のほうで検討されると思いますけれども、新しい観光のスポットということになる可能性はあるんじゃないかなというふうに思っております。

　また、それに加えまして、現在、塩田の昔の産業の活性化された時代のことを船着場あたりで見ていただくという仕掛けは大事だというふうに思いますので、これは伝建地区のまちづくりの皆さん方もいらっしゃいますので、意見を交わしながら研究をしてまいりたいと思います。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　抜粋しながら８点ほどに絞って質問をしたわけでありますけれども、そのことも含めてですけれども、冒頭に申し上げました一つの経緯がわかるような形で、市民に一遍にはオープンが難しかったら、我々だけでもわかるような形の議事録を添えて、その中で執行部が市長を中心にどういった検討をしてどう進んでいるとか、もしくはこれも例がありましたように実施不可もあるでしょうけれども、そういった形の一つの流れをつくって、もちろん市長も我々も洗礼を受けるわけですけれども、執行部の皆さん方もそれぞれ担当が２年に１回、３年に１回かわられるわけですから、後任の方にもわかるような形で、また一から、ゼロから掘り起こして一般質問するというだけじゃなしに、そういった点を形づくりをしていただけないかというのが、冒頭で申し上げた私の一つの結論的なことで、まとめ的なことでありますけれども、重ねて市長に質問いたします。そういったことが可能かどうか。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　私どもの公的に仕事をする者につきましては公的な記録をとるわけでございますので、いわゆる全てが情報でございますので、そこら辺につきましては正式な手続をされれば、これはもう可能性があるというふうに思います。公開するですね。しかし、それをしなくて、いわゆる協議の上でということでございますので、そこら辺についてはもう少し勉強をさせていただきたいと思います。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　公的機関で職員同士はわかるということですけれども、逆に検討、研究をするという中で、我々議員も、その先におられる市民にもわかりやすいということを意識しながら検討、研究をなさるんでしょうか、いかがでしょうか。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　公開をするということを前提にしますと、やはりできるだけタイムラグが少ないということと、それからいわゆる受けとり方に差がないというのが前提になってくると思いますので、そこらはやはり協議をしながら形を出すとすれば決めていかなければならないというふうに思います。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　差がないようにと、それはある面では市民への我々も負託を受けておりますので、皆さん全員が形ができたら一番いいんでしょうけれども、それは現実的にできないことでありますので、差はあっても当然いいと思います。ただ、理解、納得できるような形で実施不可というのが形が見える形でしていただいたら次のステップに行きやすいし、いつまでどうなっているのかなというのが一番悶々とした日々がありますので、そこら辺のことでの一つのオープンという意味合いでありますので、そこまで含めて質問いたしましたが、重ねてお願いします。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　先ほど申し上げましたように、私どもが検討して報告が上がってくるということについて、正式な業務として取り組む分については、それは情報でございますので、公開請求等あれば当然できるわけでございます。ただ、やはり私どもが行っていることと御質問された趣旨と、そこら辺についての差があった場合に、いきなり公開をするということで、いや、こうじゃなかった、ああじゃなかったという話が後から出ればかえってトラブルがないかなと。トラブルというと語弊がありますけど、そこら辺について心配をしておるところでございます。そういうことが関係ないということになれば、それはいいと思いますけど。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　いずれにしろ議会とも、真っすぐ市民と話すことは現実的には運用まではないかと思いますけれども、特に議会あたりとの整合を持ちながら研究、検討をしていただきたいと思っております。

　あといずれにしろ、先ほどの辻議員も質問をされたんですけれども、我々もそうでしょうけれども、残り在任期間としては４年間の任期が限りがあるわけです。そういった中で、次期の市長選にも立候補するということで力強い答弁をされたわけであります。信任を受けられて当選されましたならば、今までの検討するようなことも含めて、もちろんそれ以上のもっと大きな課題がいっぱいあるんでしょうけれども、いずれにしろそういったことも含めて前に進む嬉野市として踏み込んだ答弁を期待するわけであります。ということで、私の「検討する」については以上で締めたいと思っております。

　続いて、２点目の質問に入ります。有機栽培及び特別栽培の推進に向けての質問をいたします。

　国は、平成18年に有機農業推進法を制定し、各自治体がそれを受けまして有機農業の推進に取り組んでいるわけであります。谷口市長におかれましては、人に優しいまちづくりを柱に政策の実現を目指しておられますけれども、農業におきまして、まさに市長のフレーズにあった人に優しい、大きくは地球環境に優しい有機栽培、また減農薬、無農薬と言われます特別栽培の認識についてどう思っておられるか、お聞かせをいただきたいと思っております。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　有機栽培及び特別栽培の推進についてということでございますけれども、実はそれ以前に旧嬉野町のころに、平成10年だったと思いますけれども、環境保全型農業という形で嬉野町は特別表彰を受けておるところでございまして、そういう流れの中で私たちとしては人に優しい栽培方法ということを継続していければというふうに考え、努力しているところでございます。

　お尋ねの有機栽培、特別栽培についての認識ということでございますけれども、有機栽培につきましては、種をまく前に最低２年間は化学的につくられた農薬、肥料を使わないで栽培する栽培法だというふうに理解しております。また、特別栽培につきましては、栽培期間中に通常使用する農薬や肥料を慣行レベルの約５割以上削減する農法と考えているところでございます。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　そういったことで有機栽培及び特別栽培につきましては、こういった機関ができる前のことも含めてですけれども、非常に実施者も少なく、試行錯誤の手探り状態での農作業でありまして、ある意味では隣近所の農家の方から、また同業者からも、ちょっと言い方はまずいんでしょうけれども、変わり者扱いされた時代もあったわけですけれども、個々の従事者の努力もありまして、技術の向上にもつながっているわけであります。

　今、国が有機栽培推進法の法制化で欧米並みの有機農法、またオーガニック栽培と言われます認知度合いも上がり、従事者の技術の向上も伴いまして上品質の製品が少しずつではありますけれども、提供されてきております。

　有機栽培の目的は、化学的につくられた農薬、化成肥料を使わずに自然循環機能を増進し、環境への負荷を減らす将来を見据えた農業の一端も持っていると言われております。しかし、まだまだ自治体によっては取り組み状況に温度差があることも事実でありまして、そういった中で、我々佐賀県は古川知事も非常に積極的にこの分を推進しておられまして、佐賀県有機農業推進計画をもとにしながら積極的に推進が図られている現状であります。

　嬉野市におきまして、有機栽培、また特別栽培について従来の慣例的に行われています分がいわゆる慣行栽培といいます分ですけれども、まだまだ認知度が低くて、有機農業の推進が感じられないように思っております。現在の状況と推進という意味ではどうなっているのか、お聞きしたいと思っております。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　議員御発言のように、嬉野市におきましては人に優しい農業を展開していただいておるところでございまして、現在、お茶、米、それから野菜の農家で取り組みが行われておるところでございまして、今後も増加していくように御協力をいたしてまいりたいと思います。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　実態はそうですね、お茶、米、野菜等々であるわけですけれども、国の事業で先般の議会で環境保全型農業直接支払事業という事業につきまして補正が計上されました。私は議案質疑で質問をしたんですけれども、事業の目的の中に有機農業の営農活動の普及拡大とありましたんですけれども、その肝心の普及拡大に努めているのか確認をいたしましたところ、所管では実態の調査ということで、現状のデータの把握にとどまっているような答弁を受けたわけであります。

　新規就農者とか新しい農業を模索していく中で、有機栽培、また特別栽培をキーワードに働きかけている団体も各地区にふえてきております。私が知っている数人の就農者も、自分なりに栽培方法をオープンにされていると聞いております。ほかに自治体でも実践例がありますけれども、行政と一緒になった実践例ですけれども、嬉野市におきまして嬉野市有機農業推進協議会的な機構、機能をつくって積極的に嬉野市にふさわしい取り組みを講じることは考えておられないか、お尋ねをいたします。所管でも結構ですが。

○議長（太田重喜君）

　農林課長。

○農林課長（納富作男君）

　お答えします。

　先ほどの議員御指摘の嬉野市の有機農業の推進協議会ということであっておりますけど、今のところしておりませんけど、必要とあらば農協あたりと相談しまして行くつもりでおりますが、今のところは予定しておりません。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　こういった機構そのものも今のところは考えていない。もしくは先々は農協とも協議ということでありますけれども、今現在のこの普及拡大についてもしていないということでとらえてよろしいですね。先般の答弁でもそうであったんですけれども。ただ、この新しい協議会的なことは、ちょっと言葉に後かみしめてしていかにゃいけませんけれども、農協さんとはやや方向性が違うわけですね。そういった点では一緒にと、外郭団体をついついやっぱり答弁ではそういった分がよくあるんですけれども、任意の組織なら十分わかるんですけど、そういった既存の形になりますといろんな抵抗もありますので、そこら辺を加味しながら進めていかないと進んでいかないと。形だけつくって内容は伴わないとありますので、そこら辺をしんしゃくしていただきたいと思いますが、再答弁をお願いします。

○議長（太田重喜君）

　農林課長。

○農林課長（納富作男君）

　すみません。先ほどの答弁ですけど、うちの行政のほうだけで一応関係諸課と協議いたしまして進めていきたいと思います。

　以上です。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　課長の答弁によりますと、嬉野市で進めていきたいということでいただきました。

　それじゃ、続きまして教育長のほうにお尋ねをいたします。

　学校給食におきまして、選定の基準としまして安全・安心の食材の提供はあるのかどうか確認をいたします。

○議長（太田重喜君）

　教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

　お答えを申し上げたいと思いますが、学校給食の安全性ということについての御質問だと思いますが、学校給食のモットーといたしますところは、安心・安全な食材を使用して調理をして提供するところが一連の安全性の流れの中でございますので、この流れに従って初めて安心・安全な給食が提供できるものというふうに考えております。

　市内の２つの給食センターでは、それぞれに学校給食納入組合の加入者をしていただいている方を初めとして農協、さらに佐賀県学校給食会からほとんどの食材を仕入れております。これらのどの納入業者も食品の安全性については、十分かつ細心の注意を払っていただき食材の納入をいただいているところであります。

　また、一連の調理工程においても、衛生管理面において特に細心の注意を払って食材の安全性を保っているところでございます。そういったところから、安心・安全な食材が提供されているというふうに思っております。

　以上です。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　特に小さな子どもたち、成長し盛りの子どもたちでありますので、十分にここら辺を、もちろん極端にそうじゃないところはすぐに否決されるわけでしょうけれども、非常に境が難しい分であるわけですね。安全と言いながら果たしてどこまでかというのがお互いに実証できないという点がありますので、今、教育長の答弁のとおり、今現在、安全・安心に留意を払っていますよということで受けたわけです。

　昨年11月に、私の所属する常任委員会で新潟県に視察に行った折に、三条市の学校給食の状況をお聞きする機会がありました。三条市の食育推進室の３つのテーマを掲げておられまして、地産地消を進める、環境改善に取り組む、環境増進に努めるという３つのテーマを掲げておられます。前回の神近議員の質問にもありましたように、完全米飯給食でありまして、90％が地産地消の地元産ということについて非常に特筆することであります。これについてはすぐにできるわけじゃないし、いろんな歴史、時代変遷があって今現在やっているわけですけれども、その思いというか、やっぱり市長含めて、うちで言う谷口市長でしょうけれども、先方の三条市の市長さんの声かけでこういった形になってきておるわけであります。そのうちに２割が有機栽培という、ＪＡＳマークのついた有機栽培で環境改善にも努めていることであります。最初はほとんどゼロに近い状態でありました。やっぱり担当者も行政も一緒になって、生産者も一緒になって、提供される業者さんも一緒になってこういった形に取り組んでいるのは今の状態だということで聞いておるわけでして、非常に私も参考になったわけであります。

　私も何回か学校給食をいただいたことがあります。もちろん前もって予約をしながらですけれども、いただいたんですけれども、毎日じゃないでしょうけれども、献立表が出てくるときもあります。そのときは地元産品の表示もありまして、生産者の顔が見えまして、非常にいいことだなと思っております。それを否定するわけじゃありませんけれども、さらにそこにこういったより厳格に形のある安全・安心の提供ができたら私なりにいいなと思うわけであります。

　三条市にありますように、学校給食の食材提供に地元産はもちろんのこと、安全・安心の食材を自信を持って提供される、そりゃ割合の問題はあります。100％が非常に無理な面もありはしますけれども、そういった意識が非常に大事じゃなかろうかなと思うわけですけれども、再度、教育長、御答弁をお願いします。

○議長（太田重喜君）

　教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

　お答えをいたしたいと思いますが、有機栽培あたりの導入をということでございますけれども、給食の材料として使えるだけの量が調達できるかという問題もありますし、それから現在の給食費の経費といいましょうか、それでいった場合に、その範囲内でおさまるかというようなことも考えております。

　普通、私の素人考えでありますけれども、有機栽培は消毒をしないためにやはり虫あたりも多いのではないかなというような形も心配をしているわけでございますので、そういったところあたりをクリアすることができれば採用は可能だというふうに思っております。

　それから、地産地消の三条市の話がありましたけれども、実は健康づくり課の平成24年度の嬉野市食育推進計画というのがございますけれども、その中に学校給食における嬉野産食材の使用割合というのがありますが、平成29年度までにその目標値を50％に高めるということで記載をされております。そういった意味では、できるだけこういうものに目標を標準を定めて努力をしていきたいというふうに考えております。

　いずれにしましても、議員が申されております有機栽培との、それから地産地消との兼ね合いといいましょうか、そういうものを見据えながら供給環境を整えていくことが大事じゃないかなというふうに思っておりますので、そういったのもお願いしつつ取り組みを進めてみたいと思います。

　以上です。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　一挙手には非常に難しい面もありますし、だからといってだめだということをしますと全然進んでいかないわけですから、そこら辺はお互いに情報を提供しながら、どこまで可能なのかということを段階を踏まえながら、現実には子どもに安全・安心なものを食べさせたいということが一つのテーマとするならば、１点でも、少しでも値段とかなんかはお互いに話し合いの問題もあるでしょうけれども、ぜひ検討をしていただきたいと思っておるわけであります。

　続きまして、学校の授業の一環に有機栽培、または特別栽培の学科の科目が入れられないでしょうかということであります。

　農業体験を通じながら、作付から収穫までを身近に川とか田んぼの生物を教材とした授業を、学校だけの授業ではなく地球の環境に及ぼす学習として理解も得られやすいんじゃなかろうかなと思いますが、いかがでしょうか。

○議長（太田重喜君）

　教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

　いわゆる学校教育の一環として有機農法といいましょうか、そういうものを入れられないかという御指摘でございますけれども、市内の全小・中学校の農業体験学習の現状ということで若干話をさせていただきたいと思いますけれども、小学校では生活科、総合的な学習の時間、あるいは中学校では技術科等の授業の中で、例えば、具体的に申し上げますと、茶摘み体験でありますとか、田植え、稲刈り体験、野菜づくり体験などの農業体験を行っているところです。また、授業の中で無農薬などの有機栽培についても学習することもあります。

　この有機農法に関連するものとして、塩田小学校では、無農薬の米づくりをテーマに掲げて、総合的な学習の時間の年間計画に位置づけてアイガモ農法による米づくりを行っております。この取り組みは、もうかれこれ十四、五年、一時１年ぐらいはやめた経緯もありますけれども、今年度も計画をしているところでございます。しかし、この取り組みはかなりやっぱり地域の方の御尽力、お力をおかりして実施をされているところです。３年ぐらい前は学校のすぐ横の駐車場で行われていたんですけれども、イノシシが出現してアイガモを襲うというのがありましたし、昨年はずっと手前のほうに来て、いわゆる救急物資を置いてある本当小さい田んぼの中につくってしてありまして、そういった意味では、アイガモが逃げんようにもせんばいかんし、襲われんようにもせんばいかんということで非常に苦心をしながら昨年は復活されていたようでございます。

　そういうところで見ていきますと、やはり今後こういった有機農法あたりの体験学習を推進するに当たっては、学校が学校田というのを持ちません、ほとんどの学校が。そういった意味では、体験できる農地の提供、あるいは指導者の紹介、管理の問題、体験にかかわる経費の問題等を解決していく必要があるわけでございまして、幸いにして地域コミュニティが今進んでおりますので、そういうものとの連携を図る中で、実践へ向けての取り組みができるところからしていけばいいなというふうなことを思いつつ感じているところでございます。

　以上、お答えにしたいと思います。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　塩田の方のアイガモ農法の方ですね、私も聞いておりまして、ずっと続けておられるということで非常に子どもたちも有意義な学習ができているんじゃなかろうかなと思うわけであります。嬉野地区にもアイガモ農法の方もおられますし、ある面では特別栽培の野菜であってみたり、お茶であってみたりあるわけですけれども、いろんな面でそういったところのつながりを持っていただいたらと思うわけであります。

　いずれにしろ、市長に確認をいたしますけれども、有機栽培、また特別栽培という栽培方法につきまして、これからの農業の新しい魅力づくりと、また雇用につながる新規就農及び消費者が望む安全・安心の農産品など、これからの大きな転換期にふさわしい農業という産業の役割が担っていけるんじゃなかろうかと思うわけであります。

　嬉野市においては、まだまだ就農者が少ないわけでありますけれども、生産物、また農業技術は違っても、真ん中におられる太田議長を含めて就農者が非常に情熱とか理念、確信を持って従事をなさっておられるわけであります。

　慣例的に行ういわゆる慣行栽培とも農業という一つの共有の同志として切磋琢磨しながら、お互いにレベルアップを図りながら農業に取り組んでいただいたら新しい嬉野の農業が一つの一端ができるんじゃなかろうかなと思うわけであります。

　そういったことで、これからの嬉野の農業の方向性としまして、有機栽培、または特別栽培の就農者を積極的にふやしまして、人に優しいまちづくりの嬉野市の特徴が出せないかと思うわけであります。市長にお伺いをいたします。

○議長（太田重喜君）

　市長。

○市長（谷口太一郎君）

　お答え申し上げます。

　趣旨としては十分理解をしておりまして、そのもう１つ前の段階で私どもとしては嬉野産の農産物をもっともっと認識していただこうということで、今、認証制度をしておるところでございまして、ホテル、旅館、そして飲食店、そういうところも加盟をいただいておりますので、もっともっとふやしていければなというふうに思っております。

　それに加えまして特色のある農法ということで、議員お尋ねのように有機農法とかそういうものについて非常にリクエストをされるお客様もふえてきたというふうに聞いておりますので、そこら辺については観光関係の皆さん方と協議をしながら取り組みができれば、やはり嬉野のイメージももっともっと変わっていくんじゃないかなというふうに思っております。

　ちょうどこの前の観光のプロが選ぶ新聞の中でのランクの中で、ちょっと低いのがありましたのは、食べ物という項目がちょっと低かったようでございまして、そこらについては、もっと嬉野の特産品を使った食べ物がお客様に呈せられるようになれば、観光客の見方もまた変わってくるんじゃないかなというふうに思って期待しているところでございます。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）

　山下議員。

○４番（山下芳郎君）

　では、ぜひ前に進む御検討をお願いして、私の一般質問を終わります。

○議長（太田重喜君）

　これで山下芳郎議員の質問を終わります。

　一般質問の議事の途中でございますが、ここで２時25分まで休憩いたします。

午後２時17分　休憩

午後２時25分　再開

○議長（太田重喜君）

　それでは、休憩前に引き続き一般質問の議事を続けます。

　梶原睦也議員の質問を認めます。（「議長、暫時休憩」と呼ぶ者あり）

　暫時休憩いたします。

午後２時26分　休憩

午後２時51分　再開

○議長（太田重喜君）

　再開いたします。

　８番梶原睦也議員の発言を許します。

○８番（梶原睦也君）

　議席番号８番、公明党の梶原でございます。傍聴席の皆様におかれましては、本日、最後までの傍聴、まことにありがとうございます。

　それでは、議長の許可をいただきましたので、通告書に従い質問をさせていただきます。

　今回は、介護する側の対策としての介護マーク作成についてと選挙についての２点、質問いたします。

　高齢者の増加とともに認知症患者が急増しており、全国で300万人、佐賀県内におきましても２万人を突破しております。厚生労働省の推計では、ここ10年で倍増し、65歳以上の10人に１人が認知症を患っているという計算になります。また、2015年に345万人、2020年には410万人と急速にふえていくとのことで、その対策が急がれるところでございます。

　認知症は、アルツハイマー病や脳血管障害などが原因で、記憶力や判断力が低下し、奇行、暴力、徘徊などを繰り返すなど、本人はもとより、家族にとっても大きな負担となり、介護する家族が疲れ切ってしまうというケースも多々ございます。

　そのような中、静岡県におきましては、県主催の認知症介護家族との意見交換で、認知症の人の介護は、外見では介護していることがわかりにくいため、誤解や偏見を持たれて困っている。介護中であることを示すマークをつくってほしいとの要望を受けまして、在宅介護者を支援する取り組みとして、全国初の介護マークを作成いたしました。

　私も、身体介護をされている御主人から、奥様が外出のときにトイレに連れていくとき、周りの目を気にしながら付き添わなければならない、そういったことや、大きな声で話すので周りからは怒っているように思われる、などの御意見をいただきました。

　介護マークは、介護者がカードを首から下げて使用いたします。これで、介護中であることが一目瞭然となります。本市におきましても、認知症家族ばかりではなく、あらゆる障害者を含む介護者を支援するためにも、介護マークの作成に取り組むべきと考えますが、いかがでしょうか。

　以上、壇上からの質問とさせていただき、２点目の選挙については、質問席より行います。

○議長（太田重喜君）

　ただいまの質問に対して答弁を求めます。市長。

○市長（谷口太一郎君）
　梶原睦也議員のお尋ねについて、お答え申し上げます。

　お尋ねにつきましては、介護マークについてということでございます。

　介護マークにつきましては、静岡県で策定され、平成23年４月から県で配布する取り組みが行われているところでございます。厚生労働省としても、高齢者を支える先進的な好事例の一つとして普及を推進されておりまして、本年５月の時点では、６県の全市町村、231市町村とその他の県の80の地区町村で取り組みが開始されています。

　佐賀県の認知症施策担当者会議において、介護マークの作成について検討している旨の説明を受けておりますので、嬉野市単独で行うよりも広域的な取り組みができればと考えておるところでございます。

　佐賀県におきましても認知症サポーターの推進を図られ、嬉野市職員も研修などを受講いたしております。介護マークにつきましても、県で検討していると言われておりますので、実施の方向で検討いたしたいと考えております。

　以上で梶原睦也議員のお尋ねについて、お答えといたします。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　今回は高齢化対策ということで、本当大きな枠がありますけれども、その中の認知症を介護する側に立った、そういった質問をさせていただきたいと思います。

　午前中の市長の答弁の中に、市民一人一人のためにというのがもう何度も出てきました。本当に私は感動いたしました。本当に市民一人一人の側に立った、そういう施策を今後もやっていただきたいと、ここら辺は本当に強く感じております。

　その中で、この認知症のことでございますが、嬉野市として認知症の数というのは把握されているのか、その点についてお伺いいたします。

○議長（太田重喜君）
　健康福祉課長。

○健康福祉課長（神近　博君）
　お答えいたします。

　全国で認知症の方が300万人を超えているということですけれども、推計で、嬉野市では現在760名ほどの方が認知症であると思います。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　760名ですね。

　そしたら、この認知症対策として、本市においてはどのような取り組みをされているのか。この点について、重立った、いろいろあると思うんですけれども、主な部分だけで結構ですね。こういうようなことをやっていますという、そういう答弁お願いいたします。

○議長（太田重喜君）
　健康福祉課長。

○健康福祉課長（神近　博君）
　お答えをいたします。

　認知症の予防教室ですけど、主なものは脳力アップですね。頭の脳です。脳力アップ教室が主です。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　１つだけだったですね。

　そしたら、実際、例えば、御家族の方が認知症と診断されたと。そうした場合に、程度の差はあると思うんですけれども、そういう認知症になったときに、行政として、そしたらどういった支援を現実されるのか、その点についてお伺いしたいと思います。

　相談にあった場合ですよ。例えば家族で、自分の親が、母親が認知症になったと、これは困ったなというときに、行政のほうに相談に来ると、そしたら、どういう対応をされるのか、この点についてお伺いいたします。

○議長（太田重喜君）
　健康福祉課長。

○健康福祉課長（神近　博君）

　お答えいたします。

　家族に対するケア等でございますけれども、家族介護者交流会ですね。あと、必要に応じて介護保険によるショートステイ等の利用を行って、介護者の介護負担の軽減等を図っております。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　そしたら、そういう対応があるということですけれども、そしたら、最初にかかわってくれる方というのはどなたが相談を聞いてくれるとか、そこら辺については、そういう専門の知識を持った方が職員にいらっしゃるのか、その点についてお伺いいたします。

○議長（太田重喜君）
　健康福祉課長。

○健康福祉課長（神近　博君）

　お答え申し上げます。

　嬉野市の健康福祉課に包括支援センターがございますけれども、その中で勤務しているケアマネとかにまず相談をしていただくことになります。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　わかりました。

　そしたら、例えば、そういう家族が認知症になった、どうしたらいいかというときには、包括支援センターのほうに行けば、その対応はしていただけるということで確認してよろしいでしょうか。

○議長（太田重喜君）
　健康福祉課長。

○健康福祉課長（神近　博君）

　ただいまの質問のとおりでございます。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　はい、わかりました。

　そしたら、続きまして、今後、認知症対策ということで、認知症施策推進５カ年計画、いわゆるオレンジプランというのが国のほうから指導であっていると思うんですけれども、嬉野市として、ここら辺の取り組み、今後、もう今年度からですけれども、ここら辺の取り組みは今後どういうふうにされるのか、の点についてお伺いいたします。

○議長（太田重喜君）
　健康福祉課長。

○健康福祉課長（神近　博君）

　お答えをいたします。

　認知症施策推進５カ年計画ですけれども、国が取り組む事業でございますけど、嬉野市として、今のところ具体的な取り組みは行っておりません。

　今後につきましては、県や杵藤介護保険事務所、また、杵藤地区の構成７市町及び関係機関と情報交換や連携を図りながら取り組んでいきたいと思っております。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　まだ取り組んでいないということですけど、義務ではないんでしょうけれども、各市町村において取り組んでいく、いろんな中身があるんですけれども、そういうのはもう全く、そしたら、今後、取り組まないということはないですよね。今後、取り組んでいくということで理解していいのか、もっと先ほどおっしゃったように広域でとかということになるのか、嬉野市独自でこのオレンジプランに関しては取り組むという意思がないのか、その点についてお伺いいたします。

○議長（太田重喜君）
　健康福祉課長。

○健康福祉課長（神近　博君）

　お答え申し上げます。

　まず、杵藤の構成市町ですね、７市町と、まず協議を行って取り組んでいきたいと思っております。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　このオレンジプランの中に、先ほど介護の家族と言いましたけれども、認知症ケアパスというのがあって、この状態に応じた適切なサービスの流れというのを作成したりとか、そういうのがあるんですよね。だから、先ほど言いました認知症になった方の今後のスケジュールみたいな、そういうのも、このオレンジプランの中にありますので、この要請の中に、平成25年、平成26年度において、各市町村において認知症ケアパスの作成を推進していくというふうにうたわれていますけど、ここら辺については御存じでしょうか。

○議長（太田重喜君）
　健康福祉課長。

○健康福祉課長（神近　博君）

　お答え申し上げます。

　ケアパスについては、まだ認識をしておりません。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　非常にここら辺は、今後大事になってくると思いますので、しっかり対応を、もちろん広域でとか、すぐおっしゃいますけれども、嬉野市は独自にそういうのはきちっとやっていただきたいと要望しておきます。

　あと、続いて、今度は25年度以降として、認知症カフェというのを、多分これも恐らく御存じじゃないと思いますけれども、これは、認知症の方と家族、また、地域の住民の人と、そういう地域でケアしていこうという体制でございます。ここら辺については、嬉野はコミュニティということでやっていますけど、それとは別に、やっぱりこういう認知症対策の中で、地域と、地域の中で守っていくという形で、非常に今後は必要になってくるんじゃないかなと思うんですけど、この点について御意見をお伺いしたいと思います。

○議長（太田重喜君）
　健康福祉課長。

○健康福祉課長（神近　博君）

　お答え申し上げます。

　先ほどのケアパスと認知症カフェですか。これにつきましては推進を図ってまいりたいと思います。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　わかりました。ぜひ取り組んでいただきたいと思います。

　例えば、認知症になった場合は、本人も苦しいんでしょうけれども、その家族、自宅で介護する家族ですね。それが本当に大変だということで、この家族に対する行政のサポートというのはどういったものがあるのか、この点についてお伺いしたいと思います。

○議長（太田重喜君）
　健康福祉部長。

○健康福祉部長（杉野昌生君）

　認知症の家族の方の介護、非常に大変な状態です。そういう御家族の面も含めて、今、社協のほうに相談事業の委託をしておりますので、その事業の中で家族の対応、介護家族の対応を図っているところでございます。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）
　わかりました。ここら辺については、本当に今後、しっかりと対応をお願いしたいと思います。

　そしたら、次ですね。先ほど言いました、地域で認知症を理解していこうということで、認知症サポーター養成講座というのを今嬉野市、取り組んでいますけれども、今現在757人、若干ふえるのかどうかわかりませんけれども、国としては100万人を目指しているということで、このサポーター養成講座をやっていますけど、嬉野市として目標が928人というふうに伺っておりますけど、この928人というのは、どういったことで嬉野市として928人という数なのか、この点についてお伺いしたいと思います。

○議長（太田重喜君）
　福祉課長。

○福祉課長（徳永賢治君）

　お答えをいたします。

　認知症サポーター事業でございますけれども、嬉野市で約1,000名、今現在、平成22年度で309人、23年度で200人、24年度で221人の方に受講をいただいておりまして、現在798名ということです。

　なお、25年度についても講習会の予定をしておりまして、この中に職員156名が既に受講をいたしておるところです。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　すみません。私、質問したのは、この約1,000名の基準というか、目標が1,000名なんですよね。もうすぐで到達すると思うんですけれども、その目標の1,000名というのはどこから出てきたのか、そこをちょっと教えていただきたいと思います。

○議長（太田重喜君）
　健康福祉課長。

○健康福祉課長（神近　博君）

　お答えをいたします。

　この928人という数字は、佐賀県が市町村の人口割で市町村ごとに掲げている目標の数でございます。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　わかりました。

　そしたら、例えば、もう、あともうすぐで到達するんですけど、もっとこの1,000人というのが私少ないなと思ったものですから、ここら辺をもっとどんどん進めていかれるのか、この目標までで終わるのか、ここら辺についてどのような考えなのか。

○議長（太田重喜君）
　福祉課長。

○福祉課長（徳永賢治君）

　お答えをいたします。

　目標としては928人、もう既に800人の方が受講いただいております。もう今年度におきましたら、ほぼ目標値に達成するんじゃないかと思われますけれども、その後についても引き続き講習会を進めていければというふうに考えております。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　はい、わかりました。

　そしたら、続いて養成講座を、講義をしてくれるキャラバン・メイトというのがありますけれども、ここら辺の養成については、嬉野市としては、力を今後入れられるのかどうか、もう既にどういう形でやられているのか、もしあれば、お伺いしたと思います。

○議長（太田重喜君）
　健康福祉部長。

○健康福祉部長（杉野昌生君）

　キャラバン・メイトは、認知症サポーターの講義を行う講師の養成ということなんですけれども、実際、現場で活躍をしていただいている各ケアマネの業務を行っている方々に講習、研修を受けていただいて養成を図っているところです。今現在、詳しい数字を把握しておりませんけれども、20名弱のメンバーがいらっしゃったように記憶をしております。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　はい、わかりました。このサポーター養成講座をずっと広めていけば、当然キャラバン・メイトの方も必要になってくるわけですので、この講座を開くだけが意味があるということではないと思うんですけど、そこら辺の認知症に対する啓発という部分でいけば非常に重要なことじゃないかなと思うんです。ここら辺についても力を入れていっていただきたいと思います。

　あと、文教厚生常任委員会の委員会報告の中でも大牟田市の取り組みについては報告をさせていただいたんですけれども、そういう認知症対策というのは、本当にいろいろ複合的な取り組みをやっていかないとなかなか難しいというのはありますけど、今回は、今回の私の質問は、ほんの一部分だけなんですけれども、介護家族、先ほど壇上でも言いました、この静岡県の介護マーク、これをぜひ嬉野市でも取り組んでいただきたいということで、先ほど言いましたように、鹿児島で高速道路のサービスエリアで、奥さんをトイレに連れていった際に不審者と間違えられて警察に通報されると、こういう事件があったんですね。これをきっかけに、そういう介護をしている、私は介護をしているんですよというマークをつくってほしいということから出てきたマークなんですよ。こういったマークです。こんなに大きくないですが、ここにパスポートサイズで下げるやつなんですけど、こういうのを下げてやっていこうと。

　先ほど、市長、広域でとおっしゃいましたけれども、広域でわざわざ取り組む必要はなく、もう嬉野市ですぐ取り組めることなんですよね。これは、もうダウンロードして、もうネットに載っていますので、静岡県が国のほうに言いまして、国のほうも、これを全国的に進めていこうと、だから、これじゃないとだめなんです。嬉野独自をつくったら逆にだめなんですよね。これを全国に広めていこうと。こういう物です。だから、嬉野市で、これをダウンロードして、欲しいという方に、きちっとした形ででもやれば、もう幾らでも、すぐでもできるような形の物なんですよ。ここら辺について、だから広域で取り組むということじゃなくて、もう嬉野市がまず率先して、嬉野が取り組んだら武雄がやるとか、鹿島がやるとかいう中で、県も全体的に取り組みの中で、また全国に広がっていくという、本当に地域、地域がやっていくことによって全国に広まっていくという形で、もうすぐ取り組めることでございますので、ぜひ市長、嬉野市として率先して、別にお金がかかるわけでもありませんので、現場の意見を聞いていただいて、すぐでも取り組んでいただきたいと思いますけど、先ほど、市長、一人一人ともう何度もおっしゃいましたけど、本当にこれは一人一人の声を吸い上げる施策ですので、しっかり取り組んでいただきたいと思うんですけど、市長いかがでしょうか。

○議長（太田重喜君）
　市長。

○市長（谷口太一郎君）
　お答え申し上げます。

　取り組むことで前提としてお答えをしたところでございます。

　ただ、先ほどお答え申し上げましたように、県もやろうということでございますので、県と一緒にやったほうが一番広がりも出てくるというふうに思いますので、そこらは、ちょっと情報をもう少し把握をしたいと思います。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　はい、わかりました。というか、もうとにかくすぐ嬉野市としては進めてほしいと思います。

　では、この件についてはこれで終わりまして、次に選挙のことについて質問をいたしたいと思います。

　先月、５月の国会におきまして、成年被後見人の選挙権が認められる法案が成立いたしました。次の、来月の参議院選から、これはもう実施されるわけでございますが、改正法の中においては、この選挙のときに、選挙の投票所で、職員さんをきちっと配置すると、代筆する職員さんを配置するというふうに、今回、改正法の中でうたってありますけれども、ここら辺のこの被後見人の方の選挙について、嬉野市としてどのような形で取り組まれるのか。被後見人の選挙の取り組み、こういう形でやるというのを、そこら辺についてお伺いしたいと思います。

○議長（太田重喜君）
　選管事務局長。

○選挙管理委員会事務局長（池田英信君）

　お答えいたします。

　まず、嬉野市に成年被後見人が何名いらっしゃるかということになるかと思うんですが、現在、26名の方が成年被後見人という方でいらっしゃいます。そのうち、９名が施設におられます。あと19名の方が在宅ということになります。

　先ほど議員がおっしゃられましたように、成年被後見人の選挙権が回復されたということで、不在者投票の指定施設というのがございまして、そこの２施設に入っていらっしゃる方につきましては、当然そこの施設でできると思います。在宅の方につきましては、当然期日前投票か、あるいは投票所に来ていただくという形になろうかと思います。

　この方たちに対して、選挙管理委員会としては、選挙権が回復されましたよというような通知を差し上げて、あともう１つは、郵便投票でできる方というのがいらっしゃいますので、そちらのほうで対応をしたいというふうに思います。

　それから、代理投票の２名の補助者ということでございますけれども、今現在でも、期日前投票所とか、あるいは投票所では、選管の委任した職員、あるいは事務局の職員が当たるようになっておりますので、これはもう従来どおり対応してまいりたいというふうに思っております。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　わかりました。

　そしたら、ちょっと確認なんですけれども、そしたら、先ほど職員がきちっと対応するということで、これは、期日前投票所においてもそういう対応をされる、嘱託職員さんが対応されるとか、そういうことはないんですよね。きちっと職員が対応されるんですよね。その点についてお伺いいたします。

○議長（太田重喜君）
　選管事務局長。

○選挙管理委員会事務局長（池田英信君）

　職員という定義についてですけれども、選管では臨時的に雇う職員という者もおりますので、そちらのほうで対応する場合もあるかとは思います。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　すみません。ちょっと私、そこまであれ、中身のところの法的な部分のきちっとしたのは見ていないんですけれども、今回の改正法の中に、投票所にいる地区町村職員らに限定することを義務づけたとなっているんですけど、それについて、選挙管理委員会がした部分というのも、きちっと職員という規定になるのかどうか、ちょっとその点だけお伺いします。

○議長（太田重喜君）
　選管事務局長。

○選挙管理委員会事務局長（池田英信君）

　選管といたしましては、そういうふうに解釈をしております。

　職員以外というのは、例えば、立会人が介添えするとかですね。そういった方法が考えられていたのではないかなというふうに思います。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　わかりました。

　そしたら、私、今から質問する選挙についての質問というのは、22年の９月議会において全く、きょう質問するのと同じような質問をしたんですけれども、それのときに準じたような質問になると思いますけれども、よろしくお願いいたします。

　そしたら、そのときに、先ほど医療機関とか介護施設での不在者投票できる施設というのが９カ所という答弁いただきました。現在もその９カ所なのかどうか、その点についてお伺いいたします。

○議長（太田重喜君）
　選管事務局長。

○選挙管理委員会事務局長（池田英信君）

　はい、９カ所でございます。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　はい、わかりました。

　そしたら、その９カ所の施設で不在者投票が行われるわけでございますが、その施設長に全ての権限を与えられ──全てのというか、権限を与えられているわけですよね。そのことについて、施設長がどこら辺まで、その施設長の権限があるのか。その点についてお伺したいと思います。

○議長（太田重喜君）
　選管事務局長。

○選挙管理委員会事務局長（池田英信君）

　不在者投票の管理者については、非常に権限が多うございます。まず、不在者投票の記載場所の確保とか、それから、投票用紙の請求ですね。代理の請求とか、あるいは代理投票の許諾といいましょうか、できる、できないの判断についてもそちらのほうでなさいますし、それから、立会人についても選任をされるということになってくると思います。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　わかりました。かなり権限があるということですね。

　そしたら、前回も同じような質問したんですけれども、過去に佐賀県以外の自治体の老人施設おいて、そういう不正投票があったというのがありまして、第三者機関にきちっとチェックしたほうがいいというのが、そういう形で、今、施設においては広がっているわけでございますが、嬉野市内においては、２つの施設が、外部からの、選管のほうに要請してということだと思うんですけれども、２施設が立会人の要請があっているということでございました。あのとき、私は、もうほかのところもそういった外部立会人をつけていくようにしたほうがいいんじゃないかという質問をさせていただいたんですけれども、現在、その後ですね、嬉野市としては、立会人の要請があっているところは幾らになっているのか。前回のときは２施設でしたけれども、その後どのようになっているのか、お伺いしたいと思います。

○議長（太田重喜君）
　選管事務局長。

○選挙管理委員会事務局長（池田英信君）

　前回の質問のときには２カ所というふうにお答えをされていたようですけれども、実際、考えてみますと、例えば、済昭園につきましては、老人ホーム済昭園、それから特別養護老人ホーム済昭園、清涼館、老人ホーム済昭園という形で、その施設には全部回っていくような形になっております。

　それとあと、老人ホームのうれしのとケアハウスうれしのにつきましても、同様に２カ所で立ち会っているというような状況がございますので、現在できていないのが、病院の４施設だろうというふうに考えております。

　今回、公職選挙法の改正によりまして、そういった第三者機関に委任するというのが義務規定になりましたので──努力規定ですね。できれば、選管といたしましては、そういった趣旨の改正がありましたよということもお伝えする必要があるとは思いますけれども、そういった要請があれば、積極的に法の趣旨を考慮して出向いていきたいというふうに思っております。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　私、そこの部分を全く、今おっしゃったように、そのところを言いたかったんですよね。今回の規定改正によって、そこのところ努力義務ですけれども、そういう形でやったほうがいいということでありましたので、ぜひ本市においても、選管のほうから、そういう推進をぜひしていただきたいということでお願いしたいと思います。

　それでは、投票率についてお伺いしたいと思います。

　投票率の推移、ここ何回かの分だけでもわかればですよ。投票率です。投票率の推移がわかれば、ちょっと教えていただきたいんですが。

○議長（太田重喜君）
　選管事務局長。

○選挙管理委員会事務局長（池田英信君）

　お答えします。

　平成18年の市議選が77.25％です。その後、投票率の一番高かったのが平成22年の市議選で76.35％になります。投票率、逆に一番低いのが、平成23年の知事選で44.59％です。24年度の衆院選については50.52％ということになっております。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　わかりました。

　そしたら、期日前投票、先ほども話しましたけど、期日前投票のがあるんですけれども、これは、平成15年の公選法改正で、それ以後、この期日前投票というのは伸びております。当然、もう御存じでしょうけれども、この期日前投票というのは、以前の不在者投票を物すごく簡素化してできたわけですけれども、基本的には投票率アップというところにかなり貢献しているし、投票率アップを目指すという部分で簡素化されたと私は理解しているんですけれども、この期日前投票、本市において、期日前投票については、前回のときに、全体投票率の約20％という答弁をいただいたんですけど、今も大体それくらいの数値なのかどうか、ちょっと確認したいと思います。

○議長（太田重喜君）
　選管事務局長。

○選挙管理委員会事務局長（池田英信君）

　平成24年度の数値をちょっと持ってきておりませんけれども、前後を見ますと、やっぱりその程度の数値になっております。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　先ほども言ったように、期日前投票は投票率アップにかなり貢献しているということで、選管として投票率アップに対する考え方、こういうふうに持っていきたいとか、そういうのがあればお伺いしたいと思います。

○議長（太田重喜君）
　選管事務局長。

○選挙管理委員会事務局長（池田英信君）

　お答えします。

　今回から、期日前投票所が２カ所あるわけですが、その分の、今、第１投票所、第２投票所だけでしか投票できませんでしたけれども、今度、新しいシステムを入れまして、両方ともできるような形をつくりたいと思っております。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　初めて聞きました。この前、私それ要望していたんですよね。塩田地区でも嬉野地区でも両方でもできるようにと。そのときに、システム改修をやらないといけないから、ある程度高額な費用がかかるから、ちょっとまだ難しいというような答弁いただいたんですけど、それはもうできるようになるわけですね。それは、もういいことだと思います。

　そしたら、次に、そういう形で投票率アップというところで、選管、努力されているというのはわかりました。

　投票時間についてですけれども、武雄市が繰り上げ投票で６時までというふうに、ちょっといつからか忘れましたけど、今なっていますよね。全国的に見ても、繰り上げ投票というのが、今そっちのほうに動いてきていると思うんですけど、私個人的には、それはどうかなという部分はあるんですけれども、全体的な流れとしては繰り上げ投票という方向に流れています。本市において、選管としては、そこら辺をどのように考えられているのか、その点についてお伺いしたいと思います。

○議長（太田重喜君）
　選管事務局長。

○選挙管理委員会事務局長（池田英信君）

　ここで言っていいのかどうかわかりませんけど、全員協議会の中で、本日、その分について御説明をしたいというふうに考えていたところでした。（「議案じゃないからいいわけですよね」「うん」「ですよね」「はい」と呼ぶ者あり）後で詳しくは説明いたしますけれども、この前、６月２日に開催いたしました選挙管理委員会の中では、そういった期日前投票の時間によっては極端に少なくなるという事実がございますので、１時間程度繰り上げをしようというふうに決定をしてきたところです。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　１時間程度ということは、７時までの投票ということで考えていらっしゃるということですよね。その１時間短くするメリットというのはどこにあるんでしょうか。

○議長（太田重喜君）
　選管事務局長。

○選挙管理委員会事務局長（池田英信君）

　お答えします。

　先ほどの１時間、19時から20時までの時間の投票率といいますのは、23年の知事選で1.56％、衆院選で2.08％ぐらい、２％から３％程度の人になっております。18時から19時につきましては、４％台から、高いところで８％台ぐらいの人がおられます。具体的に人数でいいますと300人ぐらいですね、19時から20時までが。その後につきましては非常に少ないということもございますので、今回、そういった期日前投票所の場所を選ばなくて投票ができるという投票機会の利便性も高まるし、この機会にぜひお願いしたいというふうに考えております。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　わかりました。

　そしたら、次に、この期日前投票、先ほど２カ所、両方ともできるとおっしゃいましたけど、この期日前投票の手順、私はわかっているんですけれども、ちょっとそれをもう１回、再確認の意味で説明をしていただきたいと思うんですけど。

○議長（太田重喜君）
　選管事務局長。

○選挙管理委員会事務局長（池田英信君）

　期日前投票といいますのは、特例の投票のやり方ですね、不在者投票の。公的には宣誓書というものを書いていただいて、提出していただく必要があります。あとは普通の投票で、投票箱に投票していただくということになります。期日前投票所ごとの投票区というふうになります。そこは普通の投票区と変わらないということになります。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　もう通告書も出していますからあれなんですけれども、前回、私は、この期日前投票、今ありましたけれども、不在者投票から期日前投票に変わって、投票率がどんどんアップしたと。非常に簡素化されたということで、この期日前投票に関しては、ほかの鳥栖市とか、みやき町とか、ほかの自治体で入場券、先ほど説明がありましたように、期日前投票に行けば、そこで宣誓書を書くんですよね。この日はどうしても行けないから、こういう仕事の理由とか、レジャーとか、今その理由についてもかなり簡素化されているんですけれども、丸をつけるだけとか、そういう中で、しかし現実そこに行けば、職員さんたちがいらっしゃって、特に高齢者の方とかというのは、もう震えて書けないと、私もそういう話はいつも聞くんですけれども、そういう部分で、ほかの自治体では、そういう部分、障害者とか、そこら辺に配慮をしまして、事前に投票入場券、はがきが送ってくるんですけど、その入場券の後ろに宣誓書を印刷して、そこにもう最初から宣誓書の書式になっています。書いていくわけですよね。それを期日前投票所に持っていけば、もうそのまま出すだけで、もうすぐ通常の投票と同じように投票されるというシステムになっているんですよ。前回、私これを嬉野市の選管でもぜひ導入してほしいということで訴えました。そしたら、そのときの答弁としては、替え玉投票やら云々かんぬんで、そういう事故がある可能性はあるみたいな話をされました。そのときは、そうですかとして持ち帰ったんですけれども、その後、この動きというのは全国的に広がってきておりまして、私、ここ３カ所、鳥栖市とみやきともう１カ所、吉野ヶ里やったかな、確認させていただきました。こういう、私、前回こういうことを嬉野市でも進めたいと思うけれどもどうでしょうかと、いや、もう全く問題ないですよと返ってきました。今回、私、これは嬉野市としてもぜひ取り組んでほしいということで要望しようと思っているんですけど、恐らくこう言えばああ言うふうに、この間みたいに返ってくるのかなと事前にこういう話をしたんですけれども、こういう状況です、今は。

　だから、そういう意味で、嬉野市としても、ぜひこの宣誓書の印刷、また、やり方としてはそればっかしじゃなくて、こういったほうに、ほかの自治体では、市のホームページにアクセスすれば、これをプリンターでぴっと出せば、これ出てくるんですよね。これを書いて持っていくと、入場券と一緒に。非常にもう簡素化されてきております。ぜひこれを嬉野市でも取り組んでいただきたい。また、先ほど投票時間の件がありましたけど、私、ここリンクさせるというのは間違っているとは思っています。その話とこの話は別だと思うんですけれども、あえてそういうふうな形で投票時間を短くされるのであれば、こっちのほうの期日前投票をもっとやりやすくやるという意味でもぜひ取り組んでいただきたい。この点についていかがでしょうか。

○議長（太田重喜君）
　選管事務局長。

○選挙管理委員会事務局長（池田英信君）

　お答えします。

　今回、法律の改正が２つ大きくありまして、国会議員の選挙の執行経費の基準に関する法律というのが大きく改正されました。それで、嬉野市で減額になる経費というのが260万円程度になります。どうにかして費用を減らすということを考える必要がございまして、実は入場券につきましても、今、個別に、はがき方式で送付をしているわけですけれども、それを世帯方式に変えたいというふうに考えております。

　はがきの圧着方式ですと、裏面のほうに入場券の印刷ができるんですけれども、世帯票でまとめていきますと、どうしてもそれができない形になっているわけです。それをどうするかと考えたときに、やっぱり経済性で６人、世帯の分をまとめた封筒のほうがいいだろうというふうに選管のほうでは決まりました。

　先ほど議員がおっしゃられたとおり、宣誓書については、例えば、ホームページでダウンロードする方法とか、あらかじめ配布する方法とか、いろんなことでクリアできるんじゃないかということになりましたので、今回、違う方式ではあるんですけれども、そういった利便性は図っていく、そして、郵送料についても削減をしたいというふうに考えております。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　はい、わかりました。もうとにかくそういう形でやっていただけるものというふうに理解いたしまして、きょうの一般質問は終わりたいと思います。

　ぜひ、次の参議院選には間に合わないでしょうけれども、次の市長選、市議選には間に合うようにしっかり対応していただきたいと思います。

　じゃ、これで私の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。

○議長（太田重喜君）
　選管事務局長。

○選挙管理委員会事務局長（池田英信君）

　次の選挙から改正するというやり方です。

○議長（太田重喜君）
　梶原議員。

○８番（梶原睦也君）

　なお、ありがとうございました。じゃ、以上で一般質問を終わりたいと思います。

○議長（太田重喜君）

　以上で本日の日程は全部終了いたしました。

　本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。

午後３時39分　散会
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